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硏
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會
校
譯

凡
例

一
、
底
本
に
は
『
読
曲
叢
刊
』
本
（『
叢
書
集
成
三
編
』
所
収
）
を
用
い
、
ま
た

『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
排
印
本
お
よ
び
北
京
図
書
館
所
蔵
稿
本

（『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
）
を
参
照
し
た
。

一
、
底
本
の
巻
頭
に
は
引
用
書
目
の
一
覧
が
あ
り
、
本
文
で
引
用
し
た
典
籍

の
書
名
と
撰
者
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
掲
載
部
分
に
見
え
る

も
の
の
み
を
収
録
し
、
さ
ら
に
巻
数
・
提
要
・
使
用
テ
キ
ス
ト
等
に
つ

い
て
の
注
釈
を
加
え
た
。

一
、
本
文
の
冒
頭
に
施
し
た
数
字
は
、
条
目
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

一
、
中
国
語
で
原
文
・
校
注
・
人
名
注
・
書
名
作
品
名
注
・
戯
曲
用
語
注
を

施
し
た
。

◦	

引
用
書
に
関
す
る
校
注
は
、
引
用
書
該
当
部
分
の
巻
数
あ
る
い
は

篇
名
を
、
不
分
巻
の
場
合
は
テ
キ
ス
ト
の
条
目
あ
る
い
は
葉
数
を

掲
げ
、
ま
た
『
劇
説
』
の
引
用
文
と
の
異
同
を
記
し
た
。

◦	

戯
曲
用
語
注
は
、
広
く
戯
曲
・
演
劇
に
関
わ
る
用
語
を
取
り
上
げ

た
。

一
、
各
条
目
末
丸
括
弧
内
に
担
当
者
名
を
記
し
た
。

一
、
本
訳
注
稿
は
、
中
国
都
市
芸
能
研
究
会
の
有
志
（
川
浩
二
・
千
田
大
介
・
氷

上
正
・
山
下
一
夫
）
に
よ
る
読
書
会
の
成
果
で
あ
る
。
い
ま
だ
不
充
分
と

思
わ
れ
る
点
も
多
い
の
で
、
大
方
の
批
正
を
請
う
。
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吳
薗
次
〈
題
尤
悔
菴
《
清
平
調
》
雜
劇
〉〔
減
字
木
蘭

花
〕
云
：
「
仙
才
供
奉
，
豈
藉
尋
常
科
第
重
。
失
却
珊

瑚
，
只
笑
唐
家
結
網
疎
。
　
知
君
寄
托
，
掃
盡
里
兒
容

做
作
。
爛
醉
沈
香
，
此
後
誰
堪
七
寶
牀
。
」〈
題
《
讀

離
騷
》
雜
劇
〉〔
采
桑
子
〕
云
：
「
瀟
湘
千
古
傷
心
地
，

歌
也
誰
聞
。
怨
也
誰
聞
。
我
亦
江
邊
憔
悴
人
。
　
青
山

剪
紙
歸
來
晚
，
幾
度
招
魂
。
幾
度
銷
魂
。
不
及
高
唐

一
片
雲
。」〈
題
《
醉
桃
園
》
雜
劇
〉〔
清
平
樂
〕
云
：

「
山
空
石
古
，
遮
斷
桃
花
櫓
。
采
菊
東
籬
杯
自
舉
，
獨

把
義
熙
留
取
。
　
門
生
兒
子
籃
輿
，
有
時
直
上
匡
廬
。

人
道
賢
哉
隱
者
，
不
知
禪
也
仙
乎
。
」

校
注【

題
尤
悔
菴
清
平
調
雜
劇
】
此
詞
收
於
《
林
蕙
堂
全
集
》
卷
二
十
三
即
《
藝

香
詞
鈔
》
卷
一
。

【
仙
才
供
奉
】《
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
》
本
「
才
」
作
「
子
」。

【
題
讀
離
騷
雜
劇
】
即
清
吳
綺
撰
〈
題
悔
菴
《
讀
離
騷
》
雜
劇
〉。
收
於

《
林
蕙
堂
全
集
》
卷
二
十
三
即
《
藝
香
詞
鈔
》
卷
一
。
稿
本
上
有

「
薗
次
又
」
三
字
，
「
題
」
下
有
「
悔
菴
」
二
字
。《
藝
香
詞
鈔
》

「
采
」
作
「
採
」。

【
題
醉
桃
園
雜
劇
】
即
題
〈
題
悔
菴
《
醉
桃
源
》
雜
劇
〉
詞
。
收
於
《
四

庫
全
書
》
本
《
林
蕙
堂
全
集
》
卷
二
十
三
即
《
藝
香
詞
鈔
》
卷
一
，

而
不
見
於
《
林
蕙
堂
全
集
》
衷
白
堂
刻
本
。
稿
本
上
有
「
又
」
字
，

「
題
」
下
有
「
悔
菴
」
二
字
。

【
采
菊
東
籬
杯
自
舉
】《
藝
香
詞
鈔
》「
采
」
作
「
採
」。

人
名
注

【
吳
薗
次
】
即
清
吳
綺
。
號
聽
翁
。
薗
次
其
字
。
江
蘇
江
都
人
。
順
治
十
一

（
1654
）
年
拔
貢
生
，
官
至
湖
州
府
知
府
。
以
填
詞
聞
名
。
著
有
《
林

蕙
堂
全
集
》。《
清
史
稿
》
卷
四
百
八
十
四
有
傳
。

【
尤
悔
菴
】
即
清
尤
侗
。
參
見
卷
三
117
條
。

書
名
・
作
品
名
注

【
清
平
調
】
即
清
尤
侗
《
李
白
登
科
》
雜
劇
。
參
見
卷
四
192
條
「
李
白
登
科

記
」
注
。

【
讀
離
騷
】
即
清
尤
侗
《
讀
離
騷
》
雜
劇
。
參
見
卷
四
192
條
。

【
醉
桃
園
】
即
清
尤
侗
《
桃
花
源
》
雜
劇
。
參
見
卷
四
192
條
。

通
釈呉

綺
の〔
減
字
木
蘭
花
〕詞「
尤
悔
庵
の『
清
平
調
』雑
劇
に
題
す
」に
い
う
。

神
仙
の
よ
う
な
才
能
を
持
つ
供
奉
（
の
李
白
）
は
、
あ
り
ふ
れ
た

科
挙
及
第
の
重
み
な
ど
に
ど
う
し
て
と
ら
わ
れ
よ
う
。
珊
瑚
（
の
ご

と
き
才
人
）
を
失
う
と
は
、
笑
う
べ
き
は
唐
朝
の
網
目
が
粗
く
人
材
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を
行
う
習
俗
。
唐
の
杜
甫
の
『
彭
衙
行
』
に
「
煖
湯
濯
我
足
、
剪
紙

招
我
魂
（
湯
を
暖
め
て
我
が
足
を
濯
い
、
紙
を
剪
り
て
我
が
魂
を
招
く
）」
と

あ
る
。

【
高
唐
】
現
在
の
湖
北
省
江
漢
平
原
に
位
置
す
る
雲
夢
沢
の
中
に
あ
っ
た
高

殿
。
戦
国
・
宋
玉
の
『
高
唐
賦
』
で
は
、
楚
の
懐
王
が
こ
こ
で
巫
山

の
神
女
と
雲
雨
の
契
り
を
交
わ
す
夢
を
見
た
と
さ
れ
る
が
、
唐
・
范

攄
『
雲
渓
友
議
』
巻
上
「
巫
詠
難
」
で
は
、
こ
れ
は
屈
原
の
招
魂
に

失
敗
し
た
宋
玉
が
、
罪
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
語
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。

【
義
熙
】
東
晋
の
安
帝
の
治
世
で
使
用
さ
れ
た
元
号
。
405
～
418
年
。
安
帝
を

殺
害
し
た
劉
裕
は
、
傀
儡
と
し
て
恭
帝
を
立
て
、
元
号
も
元
熙
に
改

め
さ
せ
た
上
で
、
二
年
後
に
恭
帝
を
廃
し
て
宋
を
建
国
し
た
が
、
東

晋
の
遺
民
で
あ
る
陶
淵
明
は
そ
の
後
も
義
熙
の
元
号
を
使
い
続
け
た
。

【
弟
子
や
子
ど
も
の
担
ぐ
輿
に
乗
り
】
陶
淵
明
が
弟
子
や
子
ど
も
の
担
ぐ
輿

に
乗
り
、
廬
山
に
赴
い
て
慧
遠
の
蓮
社
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

晋
・
無
名
氏
『
東
林
十
八
高
賢
伝
』
お
よ
び
宋
・
志
磐
編
『
仏
祖
統

紀
』
巻
二
十
六
「
浄
土
立
教
志
」
に
見
え
る
。

【
廬
山
】
江
西
省
九
江
市
南
部
に
あ
る
山
。
殷
周
交
代
期
に
匡
俗
ら
兄
弟
が

庵
を
結
ん
だ
た
め
「
匡
廬
」
と
も
称
す
る
。『
桃
花
源
記
』
の
作
者

で
あ
る
東
晋
の
陶
淵
明
の
居
所
。

（
山
下
）
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田
山
薑
〈
新
秋
雨
夕
卞
司
寇
齋
中
觀
尤
展
成
《
李
白
登

科
》
傳
奇
〉
詩
云
：
「
四
條
弦
動
第
三
㕔
，
一
闋
霓
裳

酒
未
停
。
偶
爾
清
歌
天
便
妬
，
秋
鐙
寒
雁
雨
淋
鈴
。」

を
逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。　

陛
下
の
期
待
を
知
っ
て
田
舎
の
こ

わ
っ
ぱ
（
の
安
禄
山
）
を
朝
廷
か
ら
掃
き
清
め
、
勝
手
気
ま
ま
を
許

さ
れ
た
。
沈
香
亭
で
酔
い
つ
ぶ
れ
、（
陛
下
の
）
七
宝
の
寝
台
で
眠
る

に
値
す
る
よ
う
な
者
が
こ
の
先
い
る
だ
ろ
う
か
。

〔
採
桑
子
〕
詞
「『
読
離
騒
』
雑
劇
に
題
す
」
に
い
う
。

瀟
湘
は
千
古
の
昔
か
ら
心
を
傷
ま
せ
る
所
で
、
歌
っ
て
も
誰
が
聞

い
て
く
れ
よ
う
か
。
恨
ん
で
も
誰
が
聞
い
て
く
れ
よ
う
か
。
私
も
ま

た
（
屈
原
と
同
じ
よ
う
に
）
長
江
の
ほ
と
り
で
愁
い
悩
む
。　

墓
前
に

て
紙
を
切
っ
た
旗
を
献
げ
帰
る
の
が
遅
く
な
っ
た
。
幾
た
び
魂
呼
ば

い
を
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
幾
た
び
魂こ
こ
ろが

失
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

高
唐
の
一
片
の
雲
（
の
よ
う
に
巫
山
の
女
が
夢
枕
に
立
つ
こ
と
）
さ
え
も

無
か
っ
た
。

〔
清
平
楽
〕
詞
「『
酔
桃
園
』
雑
劇
に
題
す
」
に
い
う
。

人
気
の
な
い
山
や
苔
む
し
た
石
が
、
桃
花
の
間
を
漕
ぎ
ゆ
く
舟
を

遮
っ
た
。（
陶
淵
明
は
）
東
の
垣
根
で
菊
を
採
り
、
盃
を
自
ら
挙
げ
て
、

た
だ
ひ
と
り
（
東
晋
の
）
義
熙
の
年
号
を
使
い
続
け
た
。　

弟
子
や

子
ど
も
の
担
ぐ
輿
に
乗
り
、
時
に
は
ま
っ
す
ぐ
廬
山
に
登
っ
た
。
人

は
言
う
、
隠
者
の
方
は
何
と
賢
い
こ
と
か
。
は
た
し
て
生
き
仏
か
仙

人
か
と
。

訳
注

【
供
奉
】
翰
林
供
奉
の
こ
と
。
宮
中
で
文
書
の
起
草
を
司
る
。

【
沈
香
亭
】
唐
代
、
長
安
の
興
慶
宮
の
中
に
あ
り
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
李
白

に
清
平
調
の
詩
を
書
か
せ
た
場
所
。

【
瀟
湘
】
瀟
水
と
湘
水
が
合
流
す
る
洞
庭
湖
の
一
帯
。

【
紙
を
切
っ
た
旗
を
献
げ
】
紙
を
銭
の
形
に
切
っ
た
旗
を
用
い
、
魂
呼
ば
い
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校
注【

新
秋
雨
夕
卞
司
寇
齋
中
觀
尤
展
成
李
白
登
科
傳
奇
】
即
清
田
雯
〈
新
秋

雨
夕
卞
司
寇
齋
中
觀
劇
尤
展
成
《
李
白
登
科
》
傳
奇
〉。
此
詩
收
於

《
古
歡
堂
集
》
卷
十
五
〈
七
言
絕
句
〉。

【
四
條
弦
動
第
三
廳
】《
古
歡
堂
集
》「
弦
」
作
「
絃
」。

人
名
注

【
田
山
薑
】
即
清
田
雯
。
字
紫
綸
，
號
山
𧅁
，
一
作
山
薑
。
山
東
德
州
人
。

康
熙
三
（
1664
）
年
進
士
，
官
至
戶
部
侍
郎
。
著
有
《
古
歡
堂
集
》。

《
清
史
稿
》
卷
四
百
八
十
四
有
傳
。

【
卞
司
寇
】
即
清
卞
永
譽
。
字
令
子
，
號
仙
容
。
漢
軍
鑲
紅
旗
人
，
卞
三
元

之
子
。
由
廕
生
任
通
政
使
知
事
，
官
至
刑
部
右
侍
郎
。
以
鑑
藏
書
畫

聞
名
。
著
有
《
式
古
堂
書
畫
匯
考
》。

【
尤
展
成
】
即
清
尤
侗
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
117
條
。

【
李
白
】
參
見
卷
四
150
條
「
李
」
注
。

書
名
・
作
品
名
注

【
李
白
登
科
】
參
見
卷
四
192
條
「
李
白
登
科
記
」
注
。

戲
曲
用
語
注

【
霓
裳
】
即
「
霓
裳
羽
衣
曲
」。
參
見
卷
一
053
條
。

通
釈田

雯
の
「
新
秋
の
雨
の
夕
卞
司
寇
の
斎
中
に
て
尤
展
成
の
『
李
白
登
科
』

伝
奇
を
観
る
」
詩
に
い
う
。

四
条
の
弦　

第
三
庁
に
動か
な

で
、
一
闋
の
霓
裳　

酒
未
だ
停
ま
ず
。

偶
爾
の
清
歌
に
天
便
ち
妬
み
、
秋
鐙
と
寒
雁
と　

雨
淋
鈴
た
り
。（
四

絃
（
の
琵
琶
）
が
（
奧
に
あ
る
）
三
番
目
の
広
間
で
奏
で
ら
れ
る
。
霓
裳
羽
衣

の
一
曲
に
、
酒
宴
は
果
て
る
こ
と
が
な
い
。
お
り
し
も
清
ら
か
な
歌
声
に
天
が

嫉
妬
し
た
の
か
、
秋
の
灯
火
や
渡
っ
て
き
た
雁
が
ね
に
、
雨
が
し
と
し
と
降
り

そ
そ
ぐ
。）

訳
注

【
雨
が
し
と
し
と
】
原
文
「
雨
淋
鈴
」。
唐
・
鄭
処
誨
『
明
皇
雑
録
補
遺
』
に
、

玄
宗
が
蜀
の
山
中
で
聞
い
た
雨
音
と
鈴
の
音
を
も
と
に
、
楊
貴
妃
を

偲
ぶ
た
め
に「
雨
淋
鈴
」と
い
う
曲
を
作
ら
せ
た
話
を
踏
ま
え
る
。「
雨

淋
鈴
」
は
「
雨
霖
鈴
」
と
も
書
く
。

（
山
下
）
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新
安
呂
履
恆
字
元
素
，《
夢
月
巖
詩
餘
》
有
〔
念
奴

嬌
〕
〈
題
《
秣
陵
春
》
傳
奇
〉
云
：
「
六
朝
如
夢
，
誰

解
道
野
老
江
頭
歌
哭
。
海
思
雲
愁
還
寄
托
，
舊
部
〔
霓

裳
〕
法
曲
。
瑤
水
筵
前
、
翠
微
宮
裡
，
夙
世
仙
緣
卜
。

非
空
非
色
，
個
中
人
自
如
玉
。
　
爭
奈
身
作
虛
舟
，
心

同
明
鏡
，
形
影
交
相
逐
。
劫
火
雖
燒
蓮
性
在
，
不
怕
罡

風
顛
撲
。
撥
盡
鵾
弦
，
撾
殘
羯
鼓
，
淚
斷
聲
難
續
。
曲

終
人
遠
，
數
峯
江
上
猶
綠
。
」

校
注【

題
秣
陵
春
傳
奇
】
此
詞
見
於
《
夢
月
巖
詩
餘
》
第
二
葉
。

【
個
中
人
自
如
玉
】《
夢
月
巖
詩
餘
》「
個
」
作
「
箇
」。

人
名
注

【
呂
履
恆
】
即
清
河
南
新
安
人
。
字
元
素
，
號
坦
庵
。
康
熙
三
十
三
（
1694
）

年
進
士
，
官
至
戶
部
侍
郎
。
著
有
《
夢
月
巖
集
》、《
冶
古
堂
集
》。
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五

書
名
・
作
品
名
注

【
夢
月
巖
詩
餘
】
清
呂
履
恆
詞
別
集
。
一
卷
。
據
《
四
庫
全
書
存
目
叢
書
》

所
收
青
海
省
圖
書
館
所
藏
清
呂
憲
曾
呂
宣
曾
刻
本
。

【
秣
陵
春
】
清
吳
偉
業
撰
。
南
戲
傳
奇
。
四
十
一
齣
。
又
名
《
雙
影
集
》。

有
清
順
治
間
原
刊
本
。
演
南
唐
徐
鉉
之
子
徐
適
與
黃
濟
之
女
黃
展
娘

姻
緣
，
以
及
夫
妻
感
後
主
之
恩
，
為
之
立
廟
事
。

戲
曲
用
語
注

【
霓
裳
】
即
〔
霓
裳
羽
衣
〕。
參
見
卷
一
053
條
。

【
法
曲
】
參
見
卷
一
042
條
。

【
羯
鼓
】
參
見
卷
一
016
條
。

【
鵾
弦
】
指
琵
琶
弦
。
以
鵾
筋
作
之
。

通
釈新

安
の
呂
履
恒
、字
は
元
素
。
そ
の
『
夢
月
巌
詩
余
』
に
〔
念
奴
嬌
〕「『
秣

陵
春
』
伝
奇
に
題
す
」
が
あ
り
、
い
う
。

六
朝
は
夢
の
よ
う
、
誰
が
解
そ
う
在
野
の
老
人
が
長
江
の
ほ
と
り

で
む
せ
び
泣
く
歌
を
。
海
の
よ
う
に
尽
き
せ
ぬ
思
い　

雲
の
よ
う
に

わ
き
起
こ
る
愁
い
を
ま
た
寄
せ
る
の
は
、
古
の
楽
隊
の
〔
霓
裳
〕
の

法
曲
。
瑤
水
の
宴
席
の
前
で
、
翠
微
宮
の
奥
で
、
奇
し
き
宿
縁
を
占

う
。
空
で
も
な
い
色
で
も
な
い
、
そ
の
中
の
人
は
玉
の
よ
う
。　

い

か
ん
せ
ん
身
を
虚
舟
と
し
（
て
こ
だ
わ
り
を
捨
て
）、
心
は
明
鏡
と
同
じ

（
く
穢
れ
が
な
い
）、
形
と
影
が
追
い
か
け
あ
う
（
孤
独
な
遺
民
の
身
の
上
）。

劫
火
で
も
悟
り
の
心
は
焼
き
尽
く
せ
ぬ
も
の
、
ま
し
て
強
い
風
に
煽

ら
れ
る
こ
と
な
ど
恐
れ
は
し
な
い
。
琵
琶
の
演
奏
が
終
わ
り
、
羯
鼓

が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
余
韻
の
中
、
涙
に
歌
は
続
け
難
い
。
曲
が
終
わ

り
（
劇
中
の
）
人
は
遠
く
離
れ
た
が
、
幾
つ
か
の
山
は
長
江
の
ほ
と

り
で
今
な
お
青
々
と
横
た
わ
っ
て
い
る
。

訳
注

【
新
安
】
現
在
の
河
南
省
洛
陽
市
新
安
県
。

【
瑤
水
】
瑤
池
の
こ
と
。
崑
崙
山
の
上
に
あ
り
西
王
母
が
住
ま
う
と
さ
れ
る
。

【
翠
微
宮
】
唐
代
、
終
南
山
に
設
け
ら
れ
た
離
宮
。
転
じ
て
山
間
部
に
建
て

ら
れ
た
離
宮
の
こ
と
。

（
千
田
）

304	

龔
合
肥
邀
顧
黃
公
看
丁
繼
之
演
《
水
滸
》
赤
髮
鬼
。
丁

年
已
八
十
。
顧
即
席
贈
以
詩
云
：
「
左
右
看
君
正
少
年
，

翠
鬟
紅
袖
並
花
前
。
按
歌
傳
遍
青
樓
曲
，
作
使
當
場
白

打
錢
。
酒
態
慣
撩
監
史
罰
，
舞
腰
猶
博
善
才
憐
。
貞
元

朝
士
今
無
幾
，
卻
有
民
間
地
上
仙
。」

校
注【

贈
以
詩
云
】
即
清
顧
景
星
〈
合
肥
公
邀
同
錢
牧
翁
看
丁
繼
之
演
《
水
滸
》

赤
髮
鬼
，
丁
年
已
八
十
，
即
席
次
牧
翁
壽
丁
流
失
詩
韻
〉。
收
於

《
白
茅
堂
集
》
卷
十
。

人
名
注

【
龔
合
肥
】
即
清
龔
鼎
孳
。
參
見
卷
四
162
條
「
龔
司
寇
」
注
。

【
顧
黃
公
】
即
清
顧
景
星
。
參
見
卷
四
173
條
。

【
丁
繼
之
】
參
見
卷
六
260
條
。

【
赤
髮
鬼
】
即
劉
唐
。
參
見
卷
五
227
條
。

【
善
才
】
參
見
卷
六
291
條
。
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【
水
滸
】
即
明
許
自
昌
《
水
滸
記
》
傳
奇
。
參
見
卷
五
227
條
「
水
滸
」
注
。

通
釈龔

鼎
孳
は
顧
景
星
を
招
い
て
、
丁
継
之
が
『
水
滸
記
』
の
赤
髮
鬼
・
劉
唐

を
演
ず
る
の
を
観
た
。
丁
継
之
は
齢
す
で
に
八
十
で
あ
っ
た
。
顧
景
星
は
即

興
で
詩
を
贈
っ
た
。

左
右　

君
を
看
る
に
正
に
少
年
、
翠
鬟　

紅
袖　

花
前
に
並
ぶ
。

按
じ
歌
い
伝
え
遍
ね
し
は
青
楼
の
曲
、
使
と
作
り
場
に
当
た
る
は
白

打
銭
。
酒
態
は
監
史
の
罰
に
撩い
ど

む
に
慣
れ
、
舞
腰
は
猶
お
善
才
の

憐い
つ
く
しみ
を
博
す
る
が
ご
と
し
。
貞
元
の
朝
士　

今
幾
も
無
し
、
却
り

て
有
り　

民
間　

地
上
の
仙
。（
間
近
か
ら
あ
な
た
を
見
た
が
少
年
の
よ
う
、

黒
髪
の
わ
げ
に
赤
い
袖
で
花
の
前
に
並
ん
で
い
る
。
音
楽
に
あ
わ
せ
て
歌
い
あ

ま
ね
く
伝
え
る
の
は
青
楼
の
曲
、
使
者
と
な
っ
た
場
面
で
は
立
ち
回
り
。（
演
ず

る
）
酔
態
は
（
酒
の
飲
み
方
を
監
督
す
る
）
監
史
を
挑
発
す
る
か
の
よ
う
（
に

真
に
迫
り
）、
舞
い
踊
る
腰
つ
き
は
か
の
善
才
が
人
々
の
敬
愛
を
集
め
た
の
を
彷

彿
さ
せ
る
。
か
つ
て
交
流
し
た
人
々
は
も
は
や
何
人
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
し

か
し
市
井
に
地
上
の
仙
人
が
お
い
で
に
な
っ
た
。）

（
千
田
）

305	

韓
山
子
朱
潮
遠
《
四
本
堂
座
右
編
》
云
：
「
豫
督
張
公

自
德
，
先
巡
鹽
淮
揚
，
以
『
黃
粱
夢
』
徵
詩
。
予
偶
投

句
云
：
『
從
前
熟
讀
爛
柯
經
，
不
免
邯
鄲
此
道
行
。
桃

葉
洞
中
遇
漢
、
魏
，
白
雲
枕
上
建
功
名
。
十
年
宰
相
身

原
在
，
一
夢
河
山
飯
未
成
。
蛙
市
蜂
衙
烏
兔
疾
，
金
鞭

指
我
過
蓬
、
瀛
。』
公
一
見
，
即
折
節
造
謝
。
」

校
注【

四
本
堂
座
右
編
】
此
條
見
於
二
集
卷
六
〈
雅
量
〉。

【
予
偶
投
句
云
】《
四
本
堂
座
右
編
》「
予
」
作
「
余
」。

【
即
折
節
造
謝
】《
四
本
堂
座
右
編
》
下
有
「
其
虛
心
如
此
」
五
字
。

人
名
注

【
韓
山
子
朱
潮
遠
】
即
清
朱
潮
遠
，
字
卓
月
，
韓
山
子
當
為
其
號
。
江
蘇
揚

州
人
。
康
熙
間
撰
《
四
本
堂
座
右
編
》。
生
平
未
詳
，
待
考
。

【
張
公
自
德
】
即
清
張
自
德
，
字
元
公
，
號
潔
源
。
順
天
豐
潤
人
。
順
治
四

（
1647
）
年
進
士
，
官
至
工
部
尚
書
。

書
名
・
作
品
名
注

【
四
本
堂
座
右
編
】
清
朱
潮
遠
輯
。
二
十
四
卷
、
二
集
二
十
四
卷
。
每
集
分

四
門
，
每
門
又
各
分
六
子
目
，
每
目
為
一
卷
。
雜
採
前
言
往
行
。
據

《
四
庫
未
收
書
輯
刊
》
所
收
《
四
本
堂
座
右
編
二
集
》
清
康
熙
間
刻

本
。

通
釈韓

山
子
こ
と
朱
潮
遠
の
『
四
本
堂
座
右
編
（
二
集
）』
に
い
う
。

河
南
巡
撫
で
あ
っ
た
張
自
徳
が
、
か
つ
て
淮
揚
で
巡
塩
御
史
の
任

に
あ
っ
た
際
、「
黄
粱
夢
」
を
題
に
詩
を
募
集
し
た
。
私
は
た
ま
た

ま
詩
句
を
投
じ
た
。「
従
前　

熟
読
せ
し
爛
柯
の
経
、
免
れ
ず　

邯

鄲
の
此
の
道
行
。
桃
葉
の
洞
中　

漢
・
魏
に
遇
い
、
白
雲
の
枕
上　

功
名
を
建
つ
。
十
年
の
宰
相　

身　

原
よ
り
在
り
、
一
夢
の
河
山　

飯　

未
だ
成
ら
ず
。
蛙
市
蜂
衙
に
烏
兔
は
疾
く
、
金
鞭　

我
を
指
し

蓬
・
瀛
を
過
る
。（
か
つ
て
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
爛
柯
の
経
を
熟
読
し
た

が
、
こ
の
た
び
の
邯
鄲
へ
の
旅
行
き
は
免
れ
得
な
か
っ
た
。
桃
源
郷
に
漢
や
魏

の
時
代
か
ら
生
き
て
い
る
人
び
と
に
出
く
わ
し
、白
雲
の
枕
の
上
で
（
夢
の
中
に
）
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七

功
名
を
あ
げ
た
。
十
年
間
宰
相
を
務
め
た
は
ず
が
体
は
も
と
の
ま
ま
、
夢
に
見

た
国
の
出
来
事
は
飯
も
炊
き
あ
が
ら
な
い
瞬
間
の
こ
と
。
町
の
喧
噪
や
宮
廷
の

行
列
に
月
日
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
、（
仙
人
が
）
金
の
鞭
で
私
を
指
し
蓬
莱
・

瀛
州
の
仙
山
へ
と
誘
っ
た
の
で
あ
っ
た
。）」
張
自
徳
は
一
読
す
る
や
、
へ

り
く
だ
っ
て
挨
拶
に
来
た
。

訳
注

【
巡
撫
】
巻
三
121
訳
注
参
照
。

【
淮
揚
】
江
蘇
省
の
長
江
以
北
の
地
域
を
指
す
。

【
爛
柯
の
経
】
晋
の
時
代
に
王
質
と
い
う
樵
が
山
中
で
童
子
が
碁
を
打
つ
の

を
見
物
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
し
か
斧
の
柄
が
朽
ち
果
て
、
里
に

は
知
っ
て
い
る
人
が
居
な
く
な
っ
て
い
た
、と
い
う
梁
の
任
昉
の『
述

異
記
』
に
見
え
る
故
事
を
ふ
ま
え
る
。

【
巡
塩
御
史
】
明
清
代
、
地
方
の
塩
の
輸
送
を
巡
察
・
監
督
す
る
官
。

【
邯
鄲
】
現
在
の
河
北
省
邯
鄲
市
。

（
千
田
）

306	

吾
郡
閨
秀
徐
淑
則
〈
觀
演
《
長
生
殿
》〉
詩
云
：
「
鈿

合
金
釵
事
渺
然
，
徒
勞
瀛
海
問
神
仙
。
可
憐
空
有
他
生

誓
，
何
處
重
逢
七
夕
緣
。
宮
監
歸
來
頭
似
雪
，
梨
園
老

去
散
如
煙
。
今
宵
聽
奏
〔
霓
裳
〕
曲
，
誰
賜
開
元
舊
寶

錢
。」

人
名
注

【
徐
淑
則
】
即
清
徐
德
音
，
淑
則
其
字
。
浙
江
錢
塘
人
。
徐
旭
齡
女
，
許
迎

年
室
。
工
詩
詞
。
著
有
《
綠
淨
軒
詩
鈔
》、《
紀
瑞
詩
集
》。

書
名
・
作
品
名
注

【
觀
演
長
生
殿
】
即
〈
觀
演
《
長
生
殿
》
劇
〉。
收
於
《
綠
淨
軒
詩
鈔
》
卷

一
。
據
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
《
高
陽
五
種
詩
》
清
刻
本
所
收
本
。

《
長
生
殿
》，
參
見
卷
四
150
條
。

戲
曲
用
語
注

【
霓
裳
】
即
〔
霓
裳
羽
衣
〕。
參
見
卷
一
053
條
。

通
釈わ

が
郡
の
女
流
で
あ
る
徐
徳
音
の
「『
長
生
殿
』
を
演
ず
る
を
観
る
」
詩

に
い
う
。

鈿
合
金
釵　

事
は
渺
然
、
徒
労
に
瀛
海
に
神
仙
を
問
う
。
憐
れ
む

可
し　

空
し
く
他
生
の
誓
い
有
り
、
何
処
に
か
重
ね
て
七
夕
の
縁
に

逢
わ
ん
。
宮
監　

帰
り
来
た
れ
ば
頭
は
雪
に
似
、
梨
園　

老
い
去
り

て
散
ず
る
こ
と
煙
の
如
し
。
今
宵　
〔
霓
裳
〕
曲
を
奏
で
る
を
聴
く
、

誰
れ
か
賜
わ
ら
ん　

開
元
の
旧
宝
銭
を
（（
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
の
印
で

あ
る
）
螺
鈿
の
宝
石
箱
と
金
の
釵
の
話
は
茫
漠
と
し
て
い
る
の
に
、（
安
史
の

乱
の
後
、
玄
宗
に
頼
ま
れ
た
道
士
は
）
い
た
ず
ら
に
海
の
彼
方
の
仙
山
に
神
仙

（
と
な
っ
た
楊
貴
妃
）
を
訪
ね
た
。
憐
れ
む
べ
き
は
（
二
人
の
）
来
世
も
結
ば
れ

よ
う
と
の
誓
い
が
む
な
し
く
な
り
、
再
び
七
夕
に
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
。
宦
官
（
の
高
力
士
）
が
（
安
史
の
乱
の
後
、
長
安
に
）
帰
っ
て
き
た
と

き
に
は
頭
は
雪
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
梨
園
の
子
弟
は
年
老
い
て
立
ち
去
り

煙
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
今
宵
〔
霓
裳
〕
の
曲
を
奏
で
る
の
を
聴
い
た
。

唐
の
開
元
年
間
の
古
い
宝
の
銭
を
褒
美
に
取
ら
せ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
）。」

訳
注

【
わ
が
郡
】
焦
循
の
出
身
地
で
あ
る
江
蘇
省
揚
州
を
指
す
。

（
千
田
）
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附
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八

307	

班
中
演
《
長
生
殿
》
者
，
每
忌
全
演
，
相
傳
全
演
則
班

必
散
。
乾
隆
三
幾
年
，
長
白
伊
公
按
鹺
兩
淮
，
故
令
春

臺
班
演
全
部
《
長
生
殿
》
以
試
之
，
乃
是
秋
春
臺
班
竟

以
他
故
散
去
。
趙
仰
葵
所
云
。

校
注【

班
中
演
長
生
殿
者
】
按
：
此
條
原
置
於
稿
本
之
卷
六
298
條
後
，
而
《
讀
曲

叢
刊
》
本
未
收
，
今
補
。

【
故
令
春
臺
班
】《
劇
說
》
諸
本
「
臺
」
作
「
台
」，
今
改
。

人
名
注

【
長
白
伊
公
】
即
清
伊
齡
阿
。
滿
洲
鑲
黃
旗
人
。
冬
佳
氏
，
字
精
一
。
乾
隆

間
由
筆
帖
式
補
主
事
，
歷
任
兩
淮
鹽
政
、
浙
江
巡
撫
，
官
至
工
部
右

侍
郎
。
工
詩
，
能
書
畫
。
按
：
伊
齡
阿
乾
隆
四
十
三
（
1778
）
年
始
任

兩
淮
鹽
政
，
與
此
文
不
合
。
待
考
。

【
趙
仰
葵
】
即
清
趙
鴻
遠
。
仰
葵
其
字
。
江
蘇
蘇
州
人
。
乾
隆
間
在
世
。
醫
，

能
治
奇
疾
。

書
名
・
作
品
名
注

【
長
生
殿
】
參
見
卷
四
150
條
。

戲
曲
用
語
注

【
春
臺
班
】
清
代
揚
州
戲
班
。
按
：
乾
嘉
間
四
大
徽
班
有
春
臺
班
，
乾
隆
末

年
晉
京
，
而
此
云
「
乾
隆
三
幾
年
」「
以
他
故
散
去
」，
可
知
其
非
四

大
徽
班
之
春
臺
班
。
待
考
。

通
釈『

長
生
殿
』
を
演
じ
る
場
合
、
劇
団
は
全
編
を
通
し
で
演
じ
る
こ
と
を
禁
忌

と
し
て
い
る
。
全
編
を
通
し
で
演
じ
た
な
ら
ば
、
そ
の
劇
団
は
必
ず
解
散
し

て
し
ま
う
と
、
言
わ
れ
て
い
る
。
乾
隆
三
十
何
年
に
、
長
白
の
伊
齢
阿
が
両

淮
塩
政
を
務
め
た
際
、
試
み
に
春
台
班
に
『
長
生
殿
』
を
全
編
通
し
で
演
じ

さ
せ
て
み
た
。
す
る
と
そ
の
年
の
秋
に
、
春
台
班
は
別
の
理
由
が
も
と
で
解

散
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
趙
鴻
遠
に
よ
る
。

訳
注

【
長
白
】
吉
林
省
長
白
山
を
指
す
。
伊
齢
阿
一
族
の
故
地
と
さ
れ
る
。

【
両
淮
塩
政
】
原
文
は
「
按
鹺
兩
淮
」。
清
代
、
地
方
の
塩
の
専
売
を
司
る
長

官
。
江
蘇
省
北
部
を
管
轄
し
た
。

（
氷
上
）
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九

凡
例

一
、
底
本
に
は
北
京
図
書
館
所
蔵
稿
本
（『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
）
を
用
い
、

『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
排
印
本
お
よ
び
『
懐
豳
雑
俎
』
本
を
参

照
し
た
。

一
、
本
文
の
冒
頭
に
施
し
た
数
字
は
、
条
目
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

一
、
中
国
語
で
原
文
・
校
注
・
人
名
注
・
書
名
作
品
名
注
・
戯
曲
用
語
注
を

施
し
た
。

◦	

花
部
の
演
目
に
つ
い
て
は
、
物
語
の
概
要
、
京
劇
等
の
伝
統
劇
の

類
似
劇
目
、
お
よ
び
物
語
の
材
源
を
注
記
し
た
。

◦	

戯
曲
用
語
注
は
、
広
く
戯
曲
・
演
劇
に
関
わ
る
用
語
を
取
り
上
げ

た
。

一
、
各
条
目
末
丸
括
弧
内
に
担
当
者
名
を
記
し
た
。

一
、
本
訳
注
稿
は
、
中
国
都
市
芸
能
研
究
会
の
有
志
（
川
浩
二
・
千
田
大
介
・
氷

上
正
・
山
下
一
夫
）
に
よ
る
読
書
会
の
成
果
で
あ
る
。
い
ま
だ
不
充
分
と

思
わ
れ
る
点
も
多
い
の
で
、
大
方
の
批
正
を
請
う
。

花
部
農
譚	

校
　
　
　

注

附

：

譯

注

稿

○ 

清　
　

江
都　
　

焦
循　

撰

○ 

中
國
城
市
戲
曲
硏
究
會
校
譯



『
花
部
農
譚
』
校
注
　
附
‥
譯
注
稿

一
〇

花
部
農
譚

序

	

梨
園
共
尚
吳
音
。
花
部
者
，
其
曲
文
俚
質
，
共
稱
為
亂

彈
者
也
，
乃
余
獨
好
之
。
蓋
吳
音
繁
縟
，
其
曲
雖
極

諧
於
律
，
而
聽
者
使
未
覩
本
文
，
無
不
茫
然
不
知
所

謂
。
其
《
琵
琶
》、《
殺
狗
》、《
邯
鄲
夢
》、
《
一
捧
雪
》

十
數
本
外
，
多
男
女
猥
褻
，
如
《
西
樓
》
、《
紅
梨
》
之

類
，
殊
無
足
觀
。
花
部
原
本
於
元
劇
，
其
事
多
忠
、
孝
、

節
、
義
，
足
以
動
人
。
其
詞
直
質
，
雖
婦
孺
亦
能
解
，

其
音
慷
慨
，
血
氣
為
之
動
盪
。
郭
外
各
村
，
於
二
、
八

月
間
，
遞
相
演
唱
，
農
叟
、
漁
父
，
聚
以
為
歡
，
由
來

久
矣
。
自
西
蜀
魏
三
兒
倡
為
淫
哇
鄙
謔
之
詞
，
市
井
中

如
樊
八
、
郝
天
秀
之
輩
，
轉
相
效
法
，
染
及
鄉
隅
。
近

年
漸
反
於
舊
。
余
特
喜
之
，
每
攜
老
婦
、
幼
孫
，
乘
駕

小
舟
，
沿
湖
觀
閱
。
天
既
炎
暑
，
田
事
餘
閒
，
群
坐
柳

陰
豆
棚
之
下
，
侈
譚
故
事
，
多
不
出
花
部
所
演
，
余
因

略
為
解
說
，
莫
不
鼓
掌
解
頤
。
有
村
夫
子
者
筆
之
於
冊
，

用
以
示
余
。
余
曰
：
「
此
農
譚
耳
，
不
足
以
辱
大
雅
之

目
。」
為
芟
之
，
存
數
則
云
爾
。

	

　
　
嘉
慶
己
卯
六
月
十
八
日
立
秋
，
雕
菰
樓
主
人
記
。

人
名
注

【
魏
三
兒
】
即
清
魏
長
生
。
字
婉
卿
，
俗
稱
魏
三
。
四
川
金
堂
人
。
秦
腔
優

人
。
工
花
旦
。
乾
隆
四
十
四
（
1779
）
年
入
京
，
演
唱
《
滾
樓
》，
風

靡
一
世
。

【
樊
八
】
按
：
清
乾
嘉
間
優
人
有
樊
大
，
見
於
《
揚
州
畫
舫
錄
》
卷
五
，
或

為
其
人
。

【
郝
天
秀
】
清
安
徽
安
慶
人
。
《
郝
代
宗
譜
》
：
諱
邦
晟
，
字
天
季
，
號
厚

培
。《
揚
州
畫
舫
錄
》
卷
五
：
諱
天
秀
，
字
曉
嵐
。
乾
嘉
間
花
部
優

人
，
工
花
旦
。
得
魏
長
生
之
神
。

【
雕
菰
樓
主
人
】
即
清
焦
循
。
字
里
堂
，
號
雕
菰
樓
主
人
。
江
蘇
揚
州
人
。

嘉
慶
六
（
1801
）
年
舉
人
。
著
有
《
雕
菰
樓
集
》、《
雕
菰
樓
易
學
》
等
。

書
名
・
作
品
名
注

【
琵
琶
】
即
元
高
明
《
蔡
伯
喈
琵
琶
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
052
條
。

【
殺
狗
】
即
明
徐
𤱻
《
殺
狗
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
076
條
。

【
邯
鄲
夢
】
即
明
湯
顯
祖
《
邯
鄲
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
二
086
條

「
邯
鄲
夢
」
注
。

【
一
捧
雪
】
即
明
李
玉
《
一
捧
雪
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
136
條
。

【
西
樓
】
即
明
袁
于
令
《
西
樓
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
118
條
。

【
紅
梨
】
即
明
徐
復
祚
《
紅
梨
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
四
158
條
。

戲
曲
用
語
注

【
吳
音
】
即
崑
曲
。

【
花
部
】
清
乾
嘉
間
，
崑
曲
、
弋
陽
腔
為
士
人
所
尚
，
謂
之
雅
部
，
而
徽
調
、

梆
子
戲
等
為
市
井
所
喜
，
謂
之
花
部
。
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【
亂
彈
】
亂
彈
有
兩
義
。
一
則
戲
曲
聲
腔
，
即
亂
彈
腔
。
一
則
花
部
劇
種
、

聲
腔
之
或
稱
。
此
則
後
者
。

【
元
劇
】
即
元
雜
劇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
005
條
「
雜
劇
」
注
。

通
釈舞

台
で
は
崑
曲
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
花
部
は
、
歌
詞
が
通
俗
的
で
あ

り
、
乱
弾
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
が
好
き
だ
。
思
う
に
崑
曲
は

（
歌
詞
に
）
文
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
曲
は
音
律
に
ぴ
た
り
と
叶
っ
て
は
い
る
が
、

観
客
は
台
本
を
見
な
い
と
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

『
琵
琶
記
』・『
殺
狗
記
』・『
邯
鄲
記
』・『
一
棒
雪
』
な
ど
十
数
種
の
伝
奇
を

除
く
と
、
大
半
は
男
女
の
色
恋
沙
汰
を
描
い
た
『
西
楼
記
』・『
紅
梨
記
』
な

ど
の
よ
う
な
作
品
で
、
全
く
見
る
に
値
し
な
い
。
花
部
の
演
目
は
も
と
も

と
元
雑
劇
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
扱
っ
て
い
る
物
語
は
、
大
半
が
忠
・
孝
・

節
・
義
な
ど
を
主
題
と
す
る
も
の
で
、
と
て
も
感
動
的
で
あ
る
。
歌
詞
は
素

朴
で
、
女
性
や
子
供
で
も
理
解
で
き
、
そ
の
曲
調
は
激
し
く
歌
い
上
げ
る
も

の
で
、（
観
る
者
の
）
血
の
気
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
城
外
の
村
々
で
は

二
月
、
八
月
に
な
る
と
、
次
々
に
上
演
さ
れ
、
農
民
や
漁
民
の
年
寄
連
中
が

集
ま
っ
て
は
楽
し
む
と
い
う
こ
と
が
、
か
な
り
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
四

川
の
魏
長
生
が
淫
ら
で
下
卑
た
歌
詞
を
広
め
、
市
井
で
は
樊
八
や
郝
天
秀
と

い
っ
た
連
中
が
お
互
い
に
そ
れ
を
模
倣
し
あ
っ
て
、村
々
ま
で
（
そ
の
流
行
に
）

染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
近
年
よ
う
や
く
元
の
姿
に
戻
っ
て
き
た
。
私
は
特

に
こ
れ
が
好
き
で
、
い
つ
も
（
一
族
の
）
老
婦
人
や
幼
い
孫
た
ち
を
引
き
連

れ
、
小
舟
に
乗
り
、
湖
沿
い
に
観
劇
し
た
。
炎
暑
に
な
る
と
、
農
作
業
の
合

間
、（
農
民
た
ち
は
）
柳
の
陰
や
藤
棚
の
下
に
集
ま
り
座
っ
て
、
大
い
に
物
語

を
談
じ
て
い
た
が
、
大
半
は
花
部
の
演
目
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
私
が
少
し
解
説
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
同
手
を
叩
い
て
大
笑
い
し

た
。
あ
る
村
の
先
生
が
そ
れ
を
書
き
留
め
て
、
私
に
見
せ
た
。
私
は
「
こ
れ

は
農
の
う
み
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
\

譚
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
教
養
あ
る
人
に
お
目
に
か
け
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
話
だ
け
を

残
し
、
あ
と
は
削
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

嘉
慶
二
十
四
（
1819
）
年
六
月
十
八
日
立
秋
、
雕
菰
楼
主
人
記
。

（
氷
上
）

01	

花
部
所
演
有
《
鐵
丘
墳
》
者
，
一
名
《
打
金
冠
》，
為

薛
剛
打
殺
偽
太
子
，
夷
其
三
族
，
逮
其
兄
薛
猛
於
陽
河

誅
之
。
偽
太
子
者
，
武
氏
私
幸
薛
懷
義
所
生
，
所
為
驢

頭
太
子
者
也
。
徐
勣
閔
薛
氏
之
鬼
餒
而
，
乃
自
以
其
子

易
薛
之
子
而
撫
育
之
。
其
〈
觀
畫
〉
一
齣
，
竟
生
吞

《
八
義
記
》。
乃
《
八
義
》
之
程
嬰
，
本
諸
太
史
公
之

〈
晉
世
家
〉，
嬰
乃
趙
氏
家
臣
，
以
己
子
易
趙
子
，
見

其
忠
於
所
事
。
若
勣
於
薛
氏
，
既
非
故
主
，
亦
非
深
交
，

而
公
然
以
己
之
子
易
薛
之
子
，
在
己
大
為
不
仁
，
於
薛

亦
不
足
為
義
，
豈
非
無
稽
之
至
者
哉
。
而
何
苦
為
之
。

及
細
究
其
故
，
則
妙
味
無
窮
，
有
非
《
八
義
記
》
所
能

及
者
。〈
觀
畫
〉
之
後
，
薛
氏
子
去
之
韓
山
，
起
義
師
，

直
入
長
安
討
武
氏
。
韓
山
者
，
邗
上
也
，
既
徐
敬
業
起

兵
之
事
也
。
今
則
不
曰
徐
敬
業
而
曰
薛
交
，
若
曰
：
以

徐
勣
之
人
，
豈
得
有
此
忠
義
之
子
，
能
起
義
兵
為
國
討

亂
。
當
日
所
謂
徐
敬
業
，
實
薛
氏
子
薛
交
也
。
是
徐
勣

之
子
也
，
而
非
徐
勣
之
子
也
。
徐
勣
之
人
，
焉
得
有
此

忠
義
之
子
。
作
此
戲
者
，
假
《
八
義
記
》
而
謬
悠
之
，
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一
二

以
嬉
笑
怒
罵
於
勣
耳
。
彼
《
八
義
記
》
者
，
直
抄
襲
太

史
公
，
不
且
板
拙
無
聊
乎
。

校
注【

鐵
丘
墳
】
原
避
孔
子
諱
作
「
邱
」。
今
改
。

人
名
注

【
薛
剛
】
說
部
薛
家
將
故
事
中
人
物
。
薛
仁
貴
之
孫
，
薛
丁
山
之
三
子
。
見

於
清
鴛
湖
漁
叟
《
說
唐
三
傳
》
等
。

【
偽
太
子
】
即
驢
頭
太
子
。
說
部
薛
家
將
故
事
中
人
物
。
按
：
小
說
《
異
說

反
唐
全
傳
》
為
騾
頭
太
子
，
小
說
《
說
唐
三
傳
》
為
驢
頭
太
子
，
均

為
武
則
天
與
薛
敖
曹
之
子
。
而
薛
剛
打
死
者
，《
異
說
反
唐
全
傳
》

為
七
太
子
李
昭
，《
說
唐
三
傳
》
為
宰
相
張
君
左
之
子
張
保
，
非
驢

頭
太
子
。

【
薛
猛
】
說
部
薛
家
將
故
事
中
人
物
。
薛
丁
山
之
子
。
小
說
《
異
說
反
唐
全

傳
︾
為
長
子
，《
說
唐
三
傳
》
為
次
子
。

【
武
氏
】
即
武
則
天
。

【
薛
懷
義
】
唐
京
兆
鄠
縣
人
。
本
姓
馮
，
名
小
寶
。
得
武
則
天
之
寵
，
官
至

右
衛
大
將
軍
。《
舊
唐
書
》
卷
一
百
八
十
三
有
傳
。

【
徐
勣
】
即
唐
李
勣
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
045
「
徐
茂
公
」
注
。
按
：
換

子
者
，
小
說
《
異
說
反
唐
全
傳
︾
為
李
勣
之
子
徐
敬
猷
，《
說
唐
三

傳
》
為
李
勣
之
侄
孫
徐
賢
，
京
劇
、
梆
子
戲
等
為
李
勣
後
人
徐
策
。

【
程
嬰
】
春
秋
晉
人
。
仗
義
存
趙
孤
。

【
太
史
公
】
即
漢
司
馬
遷
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
137
條
「
司
馬
遷
」
注
。

【
徐
敬
業
】
唐
曹
州
離
狐
人
。
李
勣
之
孫
。
襲
封
為
英
國
公
，
武
則
天
登

基
後
，
據
揚
州
而
反
﹐
兵
敗
為
部
下
所
殺
。《
舊
唐
書
》
卷
六
十
七
、

《
新
唐
書
》
卷
九
十
三
有
傳
。

【
薛
交
】
說
部
薛
家
將
故
事
中
人
物
。
薛
丁
山
之
孫
。
小
說
《
異
說
反
唐
全

傳
︾
、《
說
唐
三
傳
》，
京
劇
、
梆
子
戲
等
作
「
薛
蛟
」。

戲
曲
用
語
注

【
花
部
】
參
見
《
花
部
農
譚
》
序
「
花
部
」
注
。

書
名
・
作
品
名
注

【
鐵
丘
墳
】
清
代
花
部
劇
目
。
甘
肅
靖
遠
清
嘉
慶
間
古
鐘
有
鑄
目
。
演
薛
剛

反
唐
事
。
京
劇
、
梆
子
戲
等
亦
有
此
戲
。
事
見
小
說
《
異
說
反
唐
全

傳
》、《
說
唐
三
傳
》
等
。

【
打
金
冠
】
即
《
鐵
丘
墳
》。

【
觀
畫
】
清
花
部
劇
目
《
鐵
丘
墳
》
之
一
折
。
按
：
京
劇
、
梆
子
戲
等
有

《
舉
鼎
觀
畫
》。

【
八
義
記
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
085
條
「
八
義
」
注
。

通
釈花

部
の
演
目
に
『
鉄
丘
墳
』、
別
名
を
『
打
金
冠
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

薛
剛
が
偽
太
子
を
殴
り
殺
し
た
た
め
に
、
一
族
皆
殺
し
と
な
り
、
そ
の
兄
薛

猛
は
陽
河
で
捕
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
る
。
偽
太
子
と
い
う
の
は
、
則
天
武
后

が
薛
懐
義
と
私
通
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
驢
頭
太
子
と
呼
ば
れ
る
。
徐
勣

は
薛
家
の
祭
祀
が
絶
え
る
の
を
哀
れ
ん
で
、
自
ら
の
子
を
薛
氏
の
子
と
す

り
換
え
て
育
て
る
。
そ
の
「
観
画
」
の
一
節
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
八
義

記
』
を
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。『
八
義
記
』
の
程
嬰
は
、
司
馬
遷
『
史

記
』
の
「
晋
世
家
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
程
嬰
は
趙
家
の
家
臣
で
あ
り
、
自

ら
の
子
を
趙
家
の
子
と
す
り
換
え
、
主
へ
の
忠
義
を
示
し
た
。
徐
勣
と
薛
氏

は
と
い
え
ば
、
も
と
の
主
で
も
な
け
れ
ば
、
親
交
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

そ
れ
な
の
に
な
ん
と
自
ら
の
子
を
薛
剛
の
子
と
す
り
換
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
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自
分
に
つ
い
て
は
は
な
は
だ
不
仁
で
あ
り
、
薛
氏
か
ら
し
て
も
義
と
す
る
に

は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
動
機
の
な
い
こ
と
で
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
を
つ
き
つ
め

て
い
く
と
、
妙
味
は
限
り
な
く
、『
八
義
記
』
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。「
観
画
」
の
場
面
の
後
で
、
薛
家
の
子
は
韓
山
に
行
っ
て
義
軍
を
起

こ
し
、
ま
っ
す
ぐ
長
安
に
攻
め
込
ん
で
武
氏
を
打
倒
す
る
。
韓
山
と
い
う
の

は
邗
上
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
徐
敬
業
が
起
兵
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

今
の
『
鉄
丘
墳
』
で
徐
敬
業
と
い
わ
ず
に
薛
交
と
い
う
の
は
、
あ
た
か
も
こ

う
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
李
勣
の
よ
う
な
人
物
に
忠
義
の
子
が
生
ま
れ
、
義

軍
を
起
こ
し
て
国
の
為
に
乱
を
討
つ
こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
か
つ
て
徐

敬
業
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、
実
は
薛
氏
の
子
の
薛
交
で
あ
り
、
李
勣
の
子

で
あ
っ
て
、
李
勣
の
子
で
は
な
い
。
李
勣
の
よ
う
な
人
物
に
、
こ
の
よ
う
な

忠
義
の
子
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
。
こ
の
芝
居
の
作
者
は
、『
八
義
記
』

を
下
敷
き
に
で
た
ら
め
に
す
る
こ
と
で
、
李
勣
を
笑
い
も
の
に
し
怒
り
罵
っ

た
の
で
あ
る
。
か
の
『
八
義
記
』
は
、
た
だ
司
馬
遷
を
引
き
写
し
た
だ
け
で
、

や
は
り
平
板
で
拙
劣
、
退
屈
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

訳
注

【
陽
河
】
山
西
省
晋
城
市
に
源
を
発
し
、
西
北
に
流
れ
て
沁
水
に
注
ぐ
川
。

【
長
安
】
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
。

【
韓
山
】
広
東
省
潮
州
市
に
同
名
の
山
が
あ
る
が
、
薛
剛
が
立
て
こ
も
っ
た

の
は
架
空
の
山
で
あ
る
。
梆
子
戯
『
挙
鼎
観
画
』・『
徐
策
跑
城
』
な

ど
に
も
見
え
る
。
一
方
、
小
説
『
異
説
反
唐
全
伝
』・『
説
唐
三
伝
』

お
よ
び
京
劇
・
梆
子
戯
な
ど
の
多
く
の
演
目
で
は
、
薛
剛
が
九
炎
山

に
立
て
こ
も
っ
た
と
す
る
。

【
邗
上
】
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
の
別
名
。

【
李
勣
の
よ
う
な
人
物
】
高
宗
が
武
氏
を
皇
后
に
立
て
よ
う
と
し
た
際
、
長

孫
無
忌
ら
が
猛
反
対
し
た
の
に
対
し
て
、
李
勣
が
陛
下
の
家
事
で
あ

る
と
無
責
任
に
対
応
し
た
こ
と
が
，
後
の
則
天
武
后
の
簒
奪
の
道
を

開
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

（
川
）

02	

《
龍
鳳
閣
》
慷
慨
悲
歌
，
此
戲
當
出
於
明
末
。〈
擊
宮

門
〉
一
齣
，
即
隱
移
宮
之
事
也
。
李
娘
娘
，
即
選
侍
也
。

楊
波
即
楊
漣
，
漣
之
為
波
，
其
意
最
明
。
徐
量
即
是

徐
養
諒
。
但
故
謬
為
神
宗
事
耳
。
神
宗
太
后
雖
亦
姓
李
，

其
父
李
偉
有
賢
稱
。

人
名
注

【
李
娘
娘
】
龍
鳳
閣
故
事
中
人
物
。
明
穆
宗
寵
妃
。
按
：
京
劇
《
龍
鳳
閣
》

作
「
李
艷
妃
」。

【
選
侍
】
即
明
李
康
妃
。
光
宗
寵
妃
，
熹
宗
養
母
。《
明
史
》
卷

一
百
一
十
四
有
傳
。

【
楊
波
】
龍
鳳
閣
故
事
中
人
物
。
明
穆
宗
朝
兵
部
侍
郎
。

【
楊
漣
】
明
湖
廣
應
山
人
。
字
文
孺
，
號
大
洪
。
萬
曆
三
十
五
（
1607
）
年
進

士
。
官
至
左
副
都
御
史
。
著
有
《
楊
大
洪
先
生
集
》、《
楊
忠
烈
公
文

集
》。《
明
史
》
卷
二
百
四
十
四
有
傳
。

【
徐
量
】
龍
鳳
閣
故
事
中
人
物
。
按
：
京
劇
作
「
徐
延
昭
」，
梆
子
戲
作

「
徐
彥
昭
」，
均
為
明
開
國
功
臣
徐
達
後
裔
。

【
徐
養
諒
】
即
明
徐
養
量
，
字
叔
弘
，
一
字
京
咸
。
湖
廣
應
城
人
。
萬
曆

三
十
五
（
1607
）
年
進
士
。
官
至
兵
部
尚
書
。
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一
四

【
神
宗
】
即
明
萬
曆
帝
朱
翊
鈞
。

【
神
宗
太
后
】
即
明
孝
定
李
太
后
。
名
鳳
仙
。
直
隸
漷
縣
人
。
神
宗
生
母
。

帝
即
位
，
贈
尊
號
慈
聖
皇
太
后
。《
明
史
》
卷
一
百
一
十
四
有
傳
。

【
李
偉
】
明
直
隸
漷
縣
人
。
字
世
奇
。
神
宗
生
母
李
太
后
之
父
。《
明
史
》

卷
三
百
有
傳
。

書
名
・
作
品
名
注

【
龍
鳳
閣
】
清
花
部
劇
目
。
按
：
京
劇
《
龍
鳳
閣
》
即
〈
大
保
國
〉、〈
嘆

皇
陵
〉、〈
二
進
宮
〉
之
總
稱
。
梆
子
戲
亦
有
此
戲
。
崑
弋
腔
、
鼓
詞

等
有
《
香
蓮
帕
》，
亦
演
此
事
。《
春
臺
班
戲
目
》
有
〈
進
宮
〉。
據

京
劇
《
龍
鳳
閣
》，
演
明
穆
宗
駕
崩
，
太
后
李
娘
娘
垂
簾
聽
政
，
與

父
李
良
攝
政
，
兵
部
尚
書
楊
波
、
定
國
公
徐
延
昭
力
諫
而
太
后
不
悟
，

後
太
后
知
李
良
謀
篡
，
召
楊
、
徐
誅
斬
李
良
事
。

【
擊
宮
門
】
清
花
部
劇
目
《
龍
鳳
閣
》
之
一
折
。
按
：
京
劇
〈
二
進
宮
〉
亦

稱
〈
擊
宮
門
〉。

通
釈『

竜
鳳
閣
』
は
世
の
乱
れ
を
嘆
き
悲
し
む
も
の
だ
。
こ
の
芝
居
は
お
そ
ら
く

明
末
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。「
撃
宮
門
」
の
一
節
は
、
移
宮
案
を
暗
示

し
て
い
る
。（『
竜
鳳
閣
』
の
）
李
娘
娘
は
李
康
妃
の
こ
と
で
あ
る
。
楊
波
は
楊

漣
の
こ
と
で
あ
り
、
漣
は
波
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
図
は
明
々

白
々
で
あ
る
。
徐
量
は
す
な
わ
ち
徐
養
量
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
ざ
と

万
暦
帝
の
と
き
の
話
に
違
え
て
い
る
。
万
暦
帝
の
皇
太
后
も
ま
た
李
姓
で

あ
っ
た
が
、
父
の
李
偉
は
賢
人
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

訳
注

【
移
宮
案
】
天
啓
帝
朱
由
校
の
即
位
に
あ
た
り
、
皇
帝
の
後
見
を
万
暦
帝
の

寵
愛
を
受
け
た
李
康
妃
に
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
官
僚
た
ち
が

二
派
に
分
か
れ
て
対
立
し
た
。
楊
漣
、
左
光
斗
ら
は
李
康
妃
を
皇
帝

の
寝
宮
で
あ
る
乾
清
宮
か
ら
仁
寿
殿
に
移
ら
せ
、
皇
帝
へ
の
影
響
を

排
し
た
。

（
川
）

03	

陳
家
谷
口
之
敗
，
楊
無
敵
與
子
延
玉
並
死
於
難
，
其
端

由
於
王
侁
忌
功
不
救
。
時
督
師
者
潘
美
。
業
本
欲
待
時

而
動
，
美
不
能
用
其
謀
。
及
侁
遁
，
美
不
能
禁
，
美
亦

沿
河
而
去
。
業
力
戰
谷
口
，
見
無
人
，
乃
大
呼
：
「
奸

臣
誤
我
。」
還
戰
遂
死
。
則
美
之
陷
業
可
知
，
不
盡
關

乎
侁
也
。
美
，
良
將
也
，
豈
一
王
侁
不
能
制
。
自
此
敗

之
後
，
國
威
大
損
。
宋
之
弱
，
實
由
於
美
矣
。
後
太
宗

以
足
創
甚
，
召
寇
準
於
青
州
，
而
壽
王
之
位
定
。
澶
州

一
役
，
庶
洗
從
前
之
恥
。
花
部
有
《
兩
狼
山
》
劇
，
演

楊
業
死
事
，
則
全
歸
獄
於
美
。
延
昭
愬
枉
於
朝
，
召
寇

準
讞
定
其
獄
，
而
潘
之
害
賢
，
寇
之
嫉
惡
，
淋
漓
慷
慨
，

豪
髮
畢
露
，
若
曰
：
業
之
死
，
向
令
得
準
斷
之
，
則

美
之
罪
當
不
止
於
奪
官
而
已
。
宋
之
於
遼
，
自
潘
而

弱
，
自
準
而
振
，
且
恨
當
時
未
有
忘
身
狥
國
、
秉
道
嫉

邪
如
準
者
訊
之
，
杖
之
，
大
聲
指
罵
之
，
假
鬼
神
嬲
弄

之
，
乃
使
美
得
逃
其
咎
也
。
尤
謬
悠
者
，
則
潘
方
統
重

師
，
朝
廷
遣
官
逮
之
，
莫
敢
動
，
適
王
侁
怨
美
殺
其
兄
，

乃
擒
美
致
檻
車
，
而
侁
即
統
其
軍
。
蓋
美
陷
業
而
委
其

罪
於
侁
，
史
如
其
所
委
者
書
爾
。
而
特
於
楊
業
口
中
出

奸
臣
二
字
，
美
之
為
奸
臣
，
實
以
此
互
見
之
，
有
《
春
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秋
》
之
嚴
焉
。
為
此
戲
者
，
直
並
將
侁
洗
去
，
使
罪
專

歸
於
美
，
與
史
筆
相
表
裡
焉
。
侁
，
音
莘
，
演
者
或
誤

為
仄
聲
，
非
是
。

人
名
注

【
楊
無
敵
】
即
宋
楊
業
。
參
見
《
劇
說
》
卷
二
080
條
。

【
延
玉
】
即
宋
楊
延
玉
。
并
州
太
原
人
。
楊
業
之
子
。
與
楊
業
並
死
於
陳
家

谷
口
。

【
王
侁
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
080
條
。

【
潘
美
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
080
條
。

【
業
】
即
宋
楊
業
。

【
太
宗
】
即
宋
太
宗
。

【
寇
準
】
參
見
《
劇
說
》
卷
四
151
條
「
寇
萊
公
」
注
。

【
壽
王
】
即
宋
真
宗
。

【
延
昭
】
即
宋
楊
延
昭
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
031
條
「
楊
六
使
文
廣
」
注
。

書
名
・
作
品
名
注

【
兩
狼
山
】
清
代
花
部
劇
目
。
演
宋
楊
業
被
潘
美
陷
害
，
楊
延
昭
告
御
狀
，

太
宗
調
寇
準
，
審
判
潘
美
，
斷
其
罪
事
。
按
：
雜
劇
有
元
、
明
間

無
名
氏
《
八
大
王
開
詔
救
忠
臣
》，
京
劇
、
梆
子
戲
有
《
李
陵
碑
》、

《
夜
審
潘
洪
》
等
，
亦
演
此
事
。

【
春
秋
】
傳
春
秋
魯
孔
子
撰
。
儒
家
五
經
之
一
。

戲
曲
用
語
注

【
花
部
】
參
見
《
花
部
農
譚
》
序
注
。

通
釈陳

家
谷
口
の
敗
戦
で
、
楊
業
と
そ
の
子
の
楊
延
玉
が
不
幸
に
も
陣
没
し
た

の
は
、
王
侁
が
手
柄
を
妬
ん
で
救
援
を
差
し
向
け
な
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発

す
る
。
こ
の
時
の
総
大
将
は
潘
美
だ
っ
た
。
楊
業
は
も
と
も
と
時
を
待
っ
て

か
ら
動
く
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
潘
美
は
そ
の
作
戦
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
王

侁
が
逃
走
す
る
に
及
ぶ
と
、
潘
美
は
そ
れ
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ば
か
り
か
、
河
に
沿
っ
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
楊
業
は
谷
の
入
口
で

奮
戦
し
た
が
、（
味
方
が
）
誰
も
い
な
い
の
を
見
て
、「
奸
臣
め
に
陥
れ
ら
れ

た
」
と
叫
び
、
と
っ
て
か
え
し
て
討
ち
死
に
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、

潘
美
が
楊
業
を
陥
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
す
べ
て
が
王
侁
の
せ
い
で
は
な
い
。

潘
美
は
良
将
で
あ
る
か
ら
、
王
侁
一
人
を
御
し
得
な
い
は
ず
は
な
い
。
こ
の

敗
戦
の
後
、
国
威
は
大
い
に
損
な
わ
れ
た
。
宋
の
弱
体
化
は
、
本
当
は
潘
美

が
原
因
で
あ
る
。
後
に
宋
の
太
宗
は
、
足
の
傷
が
酷
く
な
っ
た
の
で
、
寇
準

を
青
州
か
ら
召
し
出
し
て
（
後
継
ぎ
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
）、
寿
王
（
後
の
真
宗
）

を
皇
太
子
に
定
め
た
。
そ
し
て
（
遼
と
宋
の
）
澶
淵
の
役
で
、（
寇
準
は
遼
と
の

戦
い
を
主
導
し
）
以
前
の
恥
辱
を
す
す
ご
う
と
し
た
。
花
部
に
は
『
両
狼
山
』

と
い
う
演
目
が
あ
り
、
楊
業
の
死
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
す
べ
て
を

潘
美
の
罪
に
帰
し
て
い
る
。
楊
延
昭
が
父
の
名
誉
回
復
を
朝
廷
に
訴
え
出
た

の
で
、（
朝
廷
は
）
寇
準
を
召
し
出
し
て
案
件
を
審
判
さ
せ
た
。
潘
美
が
優
れ

た
人
物
を
害
す
る
こ
と
や
、
寇
準
の
悪
を
憎
む
さ
ま
が
、
生
き
生
き
と
細
大

漏
ら
さ
ず
描
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、「
楊
業
が
死
ん
だ

時
、
寇
準
に
審
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
潘
美
の
罪
は
官
職
を
奪

わ
れ
る
だ
け
で
は
す
ま
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
宋
は
遼
に
対
し
て
、
潘
美
か
ら
は
守
勢
に
入
り
、
寇
準
か
ら
盛
り
返
し

た
。
我
が
身
を
顧
み
ず
国
に
殉
じ
、
正
道
に
則
っ
て
悪
を
憎
む
、
寇
準
の
よ

う
な
者
が
い
て
、
こ
れ
を
調
べ
、
罰
し
、
大
声
で
罵
り
、
鬼
神
の
ふ
り
を
し

て
愚
弄
し
た
な
ら
、
潘
美
は
罪
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
に
、
何
と
も
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恨
め
し
い
こ
と
だ
。（『
両
狼
山
』
で
）
荒
唐
無
稽
な
部
分
と
い
え
ば
、
潘
美
は

大
軍
を
率
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
朝
廷
が
役
人
を
派
遣
し
て
逮
捕

し
よ
う
と
し
た
が
、
誰
も
引
き
受
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
王
侁

が
兄
を
殺
し
た
潘
美
を
恨
ん
で
い
た
た
め
、
潘
美
を
捕
ら
え
て
護
送
車
に
乗

せ
、
王
侁
が
そ
の
軍
の
指
揮
を
か
わ
り
に
執
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
お

そ
ら
く
、
潘
美
が
楊
業
を
陥
れ
て
そ
の
罪
を
王
侁
に
な
す
り
つ
け
た
の
だ
が
、

史
書
は
そ
れ
に
従
っ
て
記
載
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
楊
業
の

口
か
ら
奸
臣
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
潘
美
が
奸
臣
だ
と
い
う

こ
と
は
、
実
は
こ
の
よ
う
に
見
比
べ
て
み
る
と
、
あ
た
か
も
『
春
秋
』
の
よ

う
な
厳
し
さ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
劇
を
作
っ
た
者
は
、
王
侁
の
罪

を
す
す
い
で
、
罪
を
潘
美
の
み
に
帰
し
て
お
り
、
史
書
の
筆
致
と
表
裏
の
関

係
に
あ
る
。
侁
は
「
莘
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。
役
者
の
中
に
は
誤
っ
て
仄

声
で
発
音
す
る
者
も
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

訳
注

【
陳
家
谷
口
】
陳
家
谷
は
現
在
の
山
西
省
朔
州
市
朔
城
区
の
南
に
位
置
す
る
。

雍
熙
三
（
986
）
年
、
こ
こ
で
遼
と
宋
の
戦
い
が
行
わ
れ
、
楊
業
が
戦

死
し
た
。

【
青
州
】
現
在
の
山
東
省
濰
坊
市
青
州
市
。

【
澶
州
】
現
在
の
河
南
省
濮
陽
市
。

【
鬼
神
の
ふ
り
を
し
て
愚
弄
し
た
】
京
劇
『
夜
審
潘
洪
』
で
は
、
寇
準
が
地

獄
の
判
官
に
扮
し
て
潘
洪
（
す
な
わ
ち
潘
美
）
を
裁
き
、
夢
の
中
と
思

い
込
ん
だ
潘
洪
が
罪
状
を
自
白
す
る
。

（
山
下
）

04	

唐
張
仁
龜
，
本
張
尚
書
之
庶
子
，
其
嫡
不
容
，
尚
書
乃

使
遠
為
張
處
士
之
子
，
有
手
書
為
據
。
仁
龜
稍
長
，
漸

知
其
為
尚
書
子
，
乃
竊
據
而
逃
之
京
師
。
既
登
第
，
仕

為
官
，
遂
忘
處
士
養
育
之
義
。
處
士
以
無
據
，
鬱
恨
而

死
。
已
而
仁
龜
出
使
，
自
縊
於
驛
亭
，
相
傳
為
張
處

士
冥
訴
陰
譴
之
。
事
載
《
北
夢
瑣
言
》。
花
部
中
演
為

《
清
風
亭
》
劇
，
張
處
士
仍
姓
張
，
仁
龜
則
謬
為
薛
氏

子
。
其
本
末
略
同
。
處
士
夫
婦
以
織
屝
磨
豆
為
生
。
拾

得
此
子
，
有
血
書
乞
人
收
養
，
處
士
力
貧
撫
育
，
得
存

活
。
至
十
數
歲
，
適
其
生
母
過
此
，
乃
竊
血
書
逃
去
，

登
第
，
出
使
矣
。
張
自
此
子
出
逃
，
其
婦
日
詬
，
以
思

兒
得
疾
，
不
復
能
磨
豆
。
張
日
扶
其
病
婦
至
清
風
亭

望
此
兒
歸
。
蓋
年
皆
七
十
許
矣
。
久
之
，
愈
衰
老
困
苦
，

行
乞
而
食
，
暇
則
仍
延
頸
於
清
風
亭
。
一
日
，
傳
有
貴

官
至
，
將
憩
於
亭
。
坊
甲
洒
掃
見
二
老
人
，
因
曰
：

「
吾
昨
見
此
官
，
殊
與
翁
媼
之
逃
子
面
相
似
。
明
日
官

憩
此
，
翁
媼
其
潛
近
處
。
吾
驗
視
誠
然
，
來
為
翁
媼
告

也
。
」
二
老
人
喜
甚
。
明
日
，
坊
甲
驗
視
不
錯
，
乃
欣

然
招
二
老
人
。
二
老
人
欣
然
至
，
入
亭
視
之
，
良
是
。

往
呼
兒
，
其
子
怒
曰
：
「
是
何
乞
兒
，
妄
謬
至
此
。」

翁
媼
乃
歷
述
十
數
年
養
育
事
，
仍
不
動
，
惟
曰
：
「
持

據
來
。」
據
則
已
竊
去
，
固
無
有
也
。
於
是
二
老
人
乃

蒲
伏
叩
頭
曰
：
「
公
貴
人
，
我
小
民
豈
敢
以
撫
育
微
勞

冒
認
父
子
。
但
十
數
年
相
依
，
姑
作
一
家
僕
乳
婢
，
攜

我
兩
人
，
生
食
之
，
死
棺
之
，
免
餓
斃
於
路
，
他
無
敢

望
矣
。」
其
侍
從
奴
僕
感
動
，
跪
代
為
乞
。
此
子
曰
：
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「
此
兩
乞
丐
，
得
二
百
錢
足
矣
。
」
乃
以
錢
二
百
給

之
，
撝
於
亭
外
。
媼
讓
翁
曰
：
「
兒
恨
爾
，
爾
素
督
責

其
讀
書
過
切
。
我
則
保
持
之
，
雖
長
，
未
嘗
一
日
離
諸

懷
也
。
爾
姑
退
，
我
獨
求
之
，
伊
當
憐
念
我
。
」
媼
復

入
，
此
子
怒
詈
益
甚
。
媼
大
哭
，
以
錢
擊
其
面
，
觸
亭

而
死
。
翁
見
媼
久
不
返
，
往
視
，
見
媼
死
，
亦
大
慟
，

以
首
觸
地
死
。
此
子
轉
訶
斥
坊
甲
勾
引
，
坊
甲
亦
強
項

不
服
。
此
子
竟
撝
騶
從
去
。
乃
作
天
雷
雨
狀
，
而
此
坊

甲
者
冒
雨
至
亭
下
，
見
有
披
髮
跪
者
，
乃
雷
殛
死
人
也
。

視
之
，
則
前
之
貴
官
，
右
手
持
錢
二
百
，
左
手
持
血
書
。

坊
甲
乃
大
聲
數
其
罪
而
責
之
。
此
即
張
處
士
鬱
恨
而
死
、

仁
龜
得
陰
譴
之
所
演
也
。
鬱
恨
而
死
，
淋
漓
演
出
，
改

自
縊
為
雷
殛
，
以
悚
懼
觀
者
，
真
巨
手
也
。
據
崑
腔
劇

中
，
雷
殛
二
事
：
一
為
《
雙
珠
》
之
李
克
成
、
張
有
得
。

克
成
以
營
長
謀
姦
營
卒
之
婦
，
羅
致
卒
死
罪
，
致
其
婦

以
死
明
節
。
此
事
見
《
輟
耕
錄
》。
卒
雖
因
婦
死
得
釋
，

所
賣
子
亦
歸
，
惟
營
長
未
有
報
，
故
思
得
天
雷
殛
之
為

快
耳
。
然
作
《
雙
珠
》
劇
者
，
營
卒
妻
賣
子
、
投
淵
之

後
，
既
得
神
救
不
死
，
父
子
夫
妻
後
俱
完
聚
，
則
李
克

成
固
亦
天
所
不
必
誅
也
，
故
《
雙
珠
》
之
李
克
成
、
張

有
得
雖
遭
雷
殛
，
尚
不
足
以
警
動
觀
者
。
至
《
西
樓
》

之
趙
不
將
，
祇
以
口
筆
之
嫌
構
其
父
，
父
禁
于
叔
夜
不

許
私
妓
，
在
趙
固
洩
私
忿
，
而
其
言
非
不
讜
正
，
以
是

而
遭
雷
殛
，
真
為
枉
矣
。
蓋
袁
于
令
與
趙
鳴
陽
素
隙
，

心
恨
之
，
思
得
雷
殛
乃
快
，《
西
樓
》
之
趙
不
將
，
即

指
鳴
陽
也
。
鳴
陽
人
品
學
問
，
豈
袁
所
及
，
故
馮
猶

龍
刪
改
《
西
樓
》，
毅
然
刪
去
此
折
，
是
也
。
余
憶
幼

時
隨
先
子
觀
村
劇
，
前
一
日
演
《
雙
珠
・
天
打
》，
觀

者
視
之
漠
然
。
明
日
演
《
清
風
亭
》，
其
始
無
不
切
齒
，

既
而
無
不
大
快
。
鐃
鼕
既
歇
，
相
視
肅
然
，
罔
有
戲
色
。

歸
而
稱
說
，
浹
旬
未
已
。
彼
謂
花
部
不
及
崑
腔
者
，
鄙

夫
之
見
也
。

校
注【

北
夢
瑣
言
】
此
事
見
於
《
北
夢
瑣
言
》
卷
八
〈
張
仁
龜
陰
責
〉。

【
織
屝
磨
豆
】《
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
》
本
「
屝
」
作
「
扉
」。
從
稿
本
、

《
懷
豳
雜
俎
》
本
。

【
輟
耕
錄
】
此
事
見
於
《
輟
耕
錄
》
卷
十
二
〈
貞
烈
墓
〉。

人
名
注

【
張
仁
龜
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
105
條
。

【
張
尚
書
】
即
唐
張
裼
。
參
見
《
劇
說
》
卷
二
105
條
。

【
張
處
士
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
105
條
。
按
：
京
劇
《
清
風
亭
》
作
「
張
元

秀
」。

【
薛
氏
子
】
按
：
京
劇
《
清
風
亭
》
之
張
繼
保
，
係
薛
榮
之
子
。

【
李
克
成
】《
雙
珠
記
》
傳
奇
中
人
物
。
唐
時
營
長
，
誣
陷
其
部
卒
王
楫
，

欲
霸
占
王
楫
妻
郭
氏
。

【
張
有
得
】
當
作
張
有
德
。
《
雙
珠
記
》
傳
奇
中
人
物
。
訟
師
。
與
李
克
成

謀
陷
王
楫
。

【
趙
不
將
】
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
。
按
：
《
西
樓
記
》
傳
奇
作
「
趙
伯

將
」，
而
《
西
樓
記
》
之
馮
夢
龍
改
本
《
楚
江
情
》
傳
奇
則
作
「
趙
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不
將
」。

【
于
叔
夜
】
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
。

【
袁
于
令
】
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
「
籜
菴
」
注
。

【
趙
鳴
陽
】
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
。

【
馮
猶
龍
】
即
明
馮
夢
龍
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
「
馮
猶
龍
」
注
。

書
名
・
作
品
名
注

【
北
夢
瑣
言
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
105
條
。

【
清
風
亭
】
參
見
《
劇
說
》
卷
二
105
條
「
清
風
亭
認
子
」
注
。

【
雙
珠
】
即
明
沈
鯨
《
雙
珠
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
四
144
注
。

【
輟
耕
錄
】
參
見
《
劇
說
》
卷
首
引
用
書
目
。

【
西
樓
】
即
明
袁
于
令
《
西
樓
記
》
傳
奇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
三
119
條
。

【
天
打
】
即
《
雙
珠
記
》
第
二
十
一
齣
〈
真
武
靈
應
〉。
按
：
《
綴
白
裘
》

二
集
卷
二
收
〈
天
打
〉
一
齣
，
其
曲
白
與
《
六
十
種
曲
》
本
迥
異
。

通
釈唐

の
張
仁
亀
は
、
も
と
も
と
張
尚
書
の
庶
子
で
あ
っ
た
が
、
正
妻
が
受
け

入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
張
尚
書
は
遠
く
張
処
士
に
養
子
に
出
し
、
直
筆
の
手

紙
を
そ
の
証
と
し
た
。
張
仁
亀
は
成
長
し
た
後
、
よ
う
や
く
自
分
が
張
尚
書

の
子
で
あ
る
と
知
る
と
、
証
を
盗
ん
で
都
に
逃
げ
た
。
科
挙
に
合
格
し
、
仕

官
す
る
と
、
張
処
士
の
育
て
の
恩
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
張
処
士
は
証
が
無

い
た
め
、
鬱
々
と
恨
ん
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
張
仁
亀
は
使
者
に
赴
い
た
際
、

宿
場
で
首
を
吊
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
張
処
士
が
冥
府
に
訴
え
た
た
め
に
罰
せ

ら
れ
た
の
だ
と
噂
さ
れ
た
。
こ
の
事
は
『
北
夢
瑣
言
』
に
載
っ
て
い
る
。
花

部
で
は
『
清
風
亭
』
劇
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
張
処
士
の
姓
は
張
の
ま

ま
だ
が
、
仁
亀
は
と
い
え
ば
薛
氏
の
子
に
違
え
て
い
る
。
そ
の
物
語
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
張
処
士
夫
婦
は
草
鞋
を
編
み
豆
を
ひ
い
て
生
計

を
立
て
て
い
た
。
捨
て
子
を
拾
っ
た
と
こ
ろ
、
養
育
を
頼
む
血
書
を
持
っ
て

い
た
。
張
処
士
は
貧
し
い
な
か
懸
命
に
子
育
て
し
た
の
で
、
生
き
な
が
ら
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
十
数
歳
に
な
っ
て
、
た
ま
た
ま
生
母
が
そ
の
地
を
訪
れ

た
の
で
、
血
書
を
盗
み
取
っ
て
逃
げ
、
科
挙
に
合
格
し
、
地
方
に
赴
任
し
た
。

張
処
士
の
妻
は
日
々
後
悔
し
、
子
供
を
思
っ
て
病
に
な
り
、
豆
を
ひ
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
張
処
士
は
日
々
、
病
の
妻
を
介
添
え
し
て
清
風
亭
に

行
き
、
子
の
帰
り
を
待
ち
望
ん
だ
。
い
ず
れ
も
齢
七
十
余
り
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
や
が
て
、
ま
す
ま
す
老
い
さ
ら
ば
え
て
困
窮
し
、
物
乞
い
し
て
食
い

つ
な
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
必
ず
清
風
亭
で
首
を
長
く
し
て

待
ち
望
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
偉
い
役
人
が
や
っ
て
き
て
、
清
風
亭
で
休
息

す
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
顔
役
が（
清
風
亭
を
）掃
除
し
て
い
る
と
老
夫
婦
に
会
っ

た
の
で
言
っ
た
。「
私
は
そ
の
お
役
人
を
昨
日
み
か
け
ま
し
た
が
、
お
二
人

の
逃
げ
た
お
子
さ
ん
に
そ
っ
く
り
で
し
た
。
明
日
、
お
役
人
が
こ
こ
で
ご
休

憩
な
さ
い
ま
す
の
で
、
お
二
人
は
近
く
に
隠
れ
て
い
な
さ
い
。
私
が
確
か
め

て
み
て
間
違
い
な
け
れ
ば
、
お
二
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。」
老
夫
婦

は
大
喜
び
し
た
。
翌
日
、
顔
役
が
確
か
め
て
み
る
と
間
違
い
な
か
っ
た
の
で
、

喜
ん
で
老
夫
婦
を
招
き
寄
せ
た
。
老
夫
婦
は
喜
ん
で
や
っ
て
き
て
、
清
風
亭

に
入
っ
て
見
て
み
る
と
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
息
子
よ
と
言
っ
て

歩
み
寄
る
と
、
そ
の
子
は
怒
っ
て
言
っ
た
。「
ど
こ
の
乞
食
が
世
迷
い
言
を

抜
か
す
か
。」
老
夫
婦
は
十
数
年
に
わ
た
っ
て
養
育
し
た
こ
と
を
言
い
立
て

た
が
、
子
は
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
証
拠
を
持
っ
て
こ
い
」
と
だ
け

言
っ
た
。
証
拠
は
盗
み
取
ら
れ
て
お
り
、
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
そ
こ
で

老
夫
婦
は
土
下
座
し
て
言
っ
た
。「
あ
な
た
様
は
貴
人
、
私
は
一
介
の
庶
民
、

ど
う
し
て
養
育
し
た
か
ら
と
い
っ
て
親
子
と
認
め
て
頂
こ
う
な
ど
と
申
し
ま

し
ょ
う
か
。
し
か
し
十
数
年
寄
り
添
い
合
っ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
召
使
い
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や
乳
母
に
し
て
い
た
だ
き
、
我
ら
二
人
を
連
れ
て
行
き
、
生
き
て
い
る
間
は

食
べ
さ
せ
て
、
死
ん
だ
後
は
埋
葬
し
て
い
た
だ
き
、
行
き
倒
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
貰
え
ま
し
た
ら
、
他
に
望
み
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
子
の
従

者
・
下
僕
も
感
動
し
、
跪
い
て
老
夫
婦
を
と
り
な
し
た
。
そ
の
子
は
言
っ
た
。

「
こ
の
二
人
の
乞
食
に
は
、
銭
二
百
文
を
与
え
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。」
そ
し

て
銭
二
百
文
を
与
え
て
、
亭
の
外
に
追
い
払
っ
た
。
お
婆
さ
ん
は
お
爺
さ
ん

を
な
じ
っ
て
言
っ
た
。「
あ
の
子
は
あ
ん
た
を
恨
ん
で
い
る
の
だ
。
あ
ん
た

は
い
つ
も
勉
強
を
す
る
よ
う
に
五
月
蠅
く
言
い
す
ぎ
て
い
た
か
ら
。
私
は
い

つ
も
か
ば
っ
て
あ
げ
て
い
た
か
ら
、
大
き
く
な
っ
て
も
懐
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
な
た
は
下
が
っ
て
い
な
さ
い
。
私
が
一
人
で
お
願
い
す
れ
ば
、

あ
の
子
も
哀
れ
に
思
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。」
お
婆
さ
ん
は
再
び
入
っ
た

が
、
子
は
ま
す
ま
す
酷
く
怒
鳴
り
つ
け
た
。
お
婆
さ
ん
は
号
泣
し
て
、
銭
で

子
の
顔
に
打
ち
か
か
る
と
、
亭
の
柱
に
自
ら
頭
を
ぶ
つ
け
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
お
爺
さ
ん
は
お
婆
さ
ん
が
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
、
見
に
行
っ

て
み
る
と
、
お
婆
さ
ん
が
死
ん
で
い
た
の
で
、
や
は
り
慟
哭
し
て
地
面
に
頭

を
打
ち
付
け
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
子
は
今
度
は
手
引
き
し
た
と
し
て
顔
役

を
叱
責
し
た
が
、
顔
役
も
頑
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
。
子
は
従
者
を
せ
き
立

て
て
去
っ
て
行
っ
た
。す
る
と
雷
雨
と
な
り
、顔
役
が
雨
を
お
し
て
亭
に
行
っ

て
み
る
と
、
ざ
ん
ば
ら
髪
で
跪
い
て
い
る
も
の
が
い
た
。
雷
に
打
た
れ
た
死

体
で
、
よ
く
見
る
と
、
な
ん
と
さ
き
ほ
ど
の
お
役
人
で
、
右
手
に
銭
二
百
文

を
、
左
手
に
血
書
を
持
っ
て
い
た
。
顔
役
は
大
声
で
そ
の
罪
を
数
え
て
責
め

立
て
た
。
こ
れ
は
張
処
士
が
恨
み
を
飲
ん
で
死
に
、
張
仁
亀
が
冥
府
に
罰
せ

ら
れ
た
こ
と
を
敷
衍
し
た
の
で
あ
る
。
恨
み
を
飲
ん
だ
死
を
見
事
に
描
き
出

し
、
首
を
吊
っ
た
の
を
雷
に
打
た
れ
た
と
改
め
て
お
り
、
観
る
も
の
は
身

の
毛
が
よ
だ
つ
。（
作
者
は
）
ま
っ
た
く
も
っ
て
名
人
で
あ
る
。
崑
曲
の
劇
で
、

雷
に
打
た
れ
る
筋
書
き
の
も
の
は
二
つ
あ
る
。一
つ
は『
双
珠
記
』の
李
克
成
・

張
有
徳
で
あ
る
。
李
克
成
は
部
隊
長
で
あ
り
な
が
ら
部
下
の
兵
卒
の
妻
を
我

が
物
に
し
よ
う
と
し
て
、
兵
卒
を
罪
に
陥
れ
、
そ
の
妻
が
貞
節
を
守
っ
て
死

ぬ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
話
は
『
輟
耕
録
』
に
み
え
る
。
兵
卒
は

妻
が
死
ん
だ
こ
と
で
許
さ
れ
、
売
ら
れ
た
子
も
帰
っ
て
く
る
が
、
し
か
し
部

隊
長
に
だ
け
は
報
い
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
が
雷
で
打
つ
こ
と
で
溜
飲
を

下
げ
る
の
を
思
い
つ
い
た
。
し
か
し
『
双
珠
記
』
の
作
者
は
、
兵
卒
の
妻
が

子
を
売
り
、
淵
に
身
を
投
げ
た
後
、
神
の
助
け
で
死
な
な
い
と
し
て
い
る
ば

か
り
か
、
父
子
・
夫
婦
を
後
に
団
円
さ
せ
て
い
る
の
で
、
李
克
成
は
必
ず
し

も
天
誅
を
受
け
る
必
要
が
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
双
珠
記
』

の
李
克
成
・
張
有
得
は
雷
に
打
た
れ
て
死
ぬ
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
見
る

も
の
を
は
っ
と
さ
せ
る
に
は
足
り
な
い
。『
西
楼
記
』
の
趙
不
将
に
至
っ
て

は
、
自
作
を
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
于
叔
夜
の
父
に
（
遊
女
と
の
つ
き

あ
い
を
）
讒
言
し
、
父
が
于
叔
夜
の
遊
女
と
添
い
遂
げ
る
の
を
許
さ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。
趙
不
将
が
私
憤
を
漏
ら
し
た
の
は
確
か
だ
が
、
間
違
っ
た

こ
と
を
言
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
雷
に
打
た
れ
る
の
は
、
ま
こ

と
も
っ
て
冤
罪
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、（
作
者
の
）
袁
于
令
は
趙
鳴
陽
と
仲
が

悪
く
、
恨
み
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
雷
に
打
た
せ
て
溜
飲
を
下
げ
る
こ
と
を

思
い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。『
西
楼
記
』
の
趙
不
将
は
、趙
鳴
陽
を
指
し
て
い
る
。

趙
鳴
陽
の
人
品
・
学
識
は
、
袁
于
令
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
の
た
め

馮
夢
竜
は
『
西
楼
記
』
を
改
訂
す
る
に
あ
た
り
、
毅
然
と
し
て
こ
の
幕
を
削

除
し
た
が
、
正
し
い
こ
と
だ
。
私
は
幼
い
こ
ろ
亡
父
に
連
れ
ら
れ
て
村
芝
居

を
見
た
。
一
日
目
に
は
『
双
珠
記
』
の
「
天
打
」
の
幕
を
演
じ
た
が
、
観
客

は
漫
然
と
見
て
い
た
。
翌
日
、『
清
風
亭
』
を
演
ず
る
と
、
初
め
の
う
ち
は

誰
も
が
切
歯
扼
腕
し
、
最
後
に
大
い
に
溜
飲
を
下
げ
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
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銅
鑼
・
太
鼓
が
終
わ
る
と
、
厳
粛
な
様
子
で
見
合
わ
せ
、
笑
い
戯
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
も
話
題
持
ち
き
り
で
、
十
日
経
っ
て
も
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
花
部
が
崑
曲
に
及
ば
な
い
と
い
う
の
は
、
鄙
夫
の
見
識
に
他
な

ら
な
い
。

（
千
田
）
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王
霸
之
子
王
英
，
既
邂
逅
郭
后
，
迎
奉
於
山
。
后
命
往

市
中
招
集
義
兵
，
市
中
人
欣
然
從
之
，
爭
延
王
將
軍
酒

食
。
此
從
王
霸
遭
市
人
揶
揄
反
面
搬
演
。
英
往
說
姚
剛
，

辭
嚴
氣
直
，
百
挫
不
撓
，
作
人
忠
義
之
氣
。

人
名
注

【
王
霸
】
東
漢
河
南
潁
川
潁
陽
人
。
字
元
伯
。
官
至
盜
虜
將
軍
。《
後
漢

書
》
卷
二
十
有
傳
。

【
王
英
】
說
部
東
漢
中
興
故
事
中
人
物
。
王
霸
之
子
。
按
：
《
後
漢
書
･

王
霸
傳
》
王
霸
之
子
名
符
非
英
。
演
王
英
姚
剛
事
，
京
劇
有
《
黃
一

刀
》、《
王
英
下
山
》、《
罵
寨
》
等
。

【
郭
后
】
此
當
指
光
武
郭
皇
后
。
諱
聖
通
。
河
北
真
定
槀
人
。《
後
漢
書
》

卷
十
上
有
傳
。
按
：
說
部
東
漢
中
興
故
事
中
﹐
郭
后
恨
姚
剛
打
死
其

弟
，
灌
醉
光
武
謀
殺
雲
臺
二
十
八
將
，
光
武
醒
後
處
斬
。
京
劇
《
王

英
下
山
》
中
王
英
邂
逅
者
為
光
武
公
主
。
待
考
。

【
王
霸
遭
市
人
揶
揄
】
此
事
見
於
《
後
漢
書
･
王
霸
傳
》。

【
姚
剛
】
說
部
東
漢
中
興
故
事
中
人
物
。
姚
期
之
子
。
按
：
姚
期
即
銚
期
，

《
後
漢
書
》
卷
二
十
有
傳
。
其
子
有
丹
、
統
而
無
剛
。

通
釈王

覇
の
子
の
王
英
は
、
偶
然
郭
皇
后
に
出
会
う
と
、
山
寨
に
（
郭
皇
后
を
）

迎
え
仕
え
た
。
郭
皇
后
は
王
英
に
命
じ
町
へ
行
っ
て
義
勇
兵
を
募
集
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
町
の
人
々
は
喜
ん
で
そ
れ
に
従
い
、
競
っ
て
王
英
将
軍
を
宴
で
も

て
な
し
た
。
こ
れ
は
王
覇
が
（
光
武
帝
の
命
に
よ
っ
て
兵
を
募
っ
た
と
こ
ろ
）
町

の
人
々
に
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
演
じ
た
も
の
で
あ
る
。
王

英
は
姚
剛
を
説
得
に
行
く
が
、
そ
の
時
の
口
調
は
厳
し
く
、
気
持
ち
は
ま
っ

す
ぐ
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
怯
ま
ず
、
見
る
人
に
忠
義
の
気
持
ち
を
起
こ
さ

せ
る
。

（
氷
上
）
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《
魏
氏
春
秋
》
云
：
「
夏
侯
玄
、
何
晏
名
盛
於
時
，
司

馬
景
王
亦
預
焉
。
晏
嘗
曰
：
『
惟
深
也
，
故
能
通
天
下

之
志
，
夏
侯
泰
初
是
也
。
唯
幾
也
，
故
能
成
天
下
之
務
，

司
馬
子
元
是
也
。
惟
神
也
，
不
疾
而
速
，
不
行
而
至
，

吾
聞
其
語
，
未
見
其
人
。』
蓋
欲
以
神
況
諸
己
也
。」
子

元
即
司
馬
師
也
。
師
在
正
始
間
與
泰
初
、
平
叔
並
稱
名

士
，
則
其
風
流
元
謐
，
可
想
見
矣
。
今
平
叔
《
論
語
集

解
》
高
列
學
官
，
與
聖
經
同
不
朽
，
而
泰
初
所
為
《
樂

毅
論
》，
得
王
右
軍
書
之
，
學
僮
稍
能
習
字
，
皆
旦
夕

撫
臨
，
無
不
知
有
夏
侯
泰
初
者
，
而
子
元
則
花
部
中
大

淨
為
之
，
粉
墨
青
紅
，
縱
橫
於
面
，
雄
冠
劍
佩
，
跋
扈

指
斥
於
天
子
之
前
，
居
然
高
洋
、
爾
朱
榮
一
流
，
所
謂

「
幾
能
成
務
」
之
風
，
莫
之
或
識
矣
。《
晉
書
・
景
帝

紀
》
稱
子
元
「
饒
有
風
采
，
沈
毅
多
大
略
」
，
設
令
準



中
国
都
市
芸
能
研
究
　
第
十
五
輯

二
一

此
而
以
生
，
末
為
之
，
幅
巾
鶴
氅
，
白
面
疏
髭
，
誰
復

信
為
司
馬
師
乎
。

校
注【

魏
氏
春
秋
】
此
文
見
於
《
三
國
志
・
魏
書
》
九
〈
何
晏
傳
〉
裴
松
之
注
。

【
何
晏
】《
三
國
志
・
魏
書
》
下
有
「
等
」
字
。

【
夏
侯
玄
】《
魏
氏
春
秋
》
上
有
「
初
」
字
。《
花
部
農
譚
》
諸
本
避
康
熙
諱

「
玄
」
作
「
元
」。
今
改
。

【
惟
深
也
故
能
通
天
下
之
志
】
按
：
此
句
見
於
《
周
易
･
繫
辭
傳
上
》。

【
唯
幾
也
故
能
成
天
下
之
務
】
按
：
此
句
見
於
《
周
易
･
繫
辭
傳
上
》。

【
惟
神
也
不
疾
而
速
不
行
而
至
】
按
：
此
句
見
於
《
周
易
･
繫
辭
傳
上
》。

【
跋
扈
指
斥
於
天
子
之
前
】
按
：
京
劇
、
梆
子
戲
等
有
《
紅
逼
宮
》，
演
司

馬
師
廢
曹
芳
之
事
，
劇
中
司
馬
師
頭
戴
太
子
盔
，
插
雙
翎
子
佩
劍
上

殿
。

【
饒
有
風
采
】《
晉
書
》「
饒
」
作
「
雅
」，「
采
」
作
「
彩
」。

人
名
注

【
何
晏
】
三
國
魏
河
南
南
陽
宛
人
。
字
平
叔
。
官
至
吏
部
尚
書
。《
三
國

志
・
魏
書
》
九
有
傳
。

【
夏
侯
玄
】
三
國
魏
沛
國
譙
人
。
字
泰
初
，
一
作
太
初
。
夏
侯
尚
之
子
。
官

至
大
鴻
臚
。《
三
國
志
・
魏
書
》
九
有
傳
。

【
司
馬
景
王
】
即
晉
景
帝
司
馬
師
，
字
子
元
。

【
王
右
軍
】
即
晉
王
羲
之
。
字
逸
少
。
瑯
琊
臨
沂
人
。
官
至
右
馬
將
軍
。

《
晉
書
》
卷
八
十
有
傳
。

【
高
洋
】
即
北
齊
文
宣
帝
。

【
爾
朱
榮
】
北
魏
北
秀
容
人
。
字
天
寶
。
官
至
都
督
。《
魏
書
》
卷
七
十
四
、

《
北
史
》
卷
四
十
八
有
傳
。

書
名
・
作
品
名
注

【
魏
氏
春
秋
】
晉
孫
盛
撰
。
二
十
卷
。
三
國
魏
編
年
體
史
書
。《
隋
書
・
經

籍
志
》
著
錄
。
其
佚
文
見
於
《
三
國
志
》
裴
松
之
注
、
梁
僧
祐
編

《
弘
明
集
》、
劉
宋
劉
義
慶
撰
《
世
說
新
語
》
等
。

【
論
語
集
解
】
魏
何
晏
等
撰
。
十
卷
。

【
樂
毅
論
】
魏
夏
侯
玄
撰
。
論
戰
國
燕
樂
毅
之
事
。
以
王
羲
之
之
書
聞
名
。

戲
曲
用
語
注

【
花
部
】
參
見
《
花
部
農
譚
》
序
注
。

【
大
淨
】
戲
曲
行
當
。
猶
京
劇
中
花
臉
。
按
：
京
劇
中
司
馬
師
勾
紅
十
字
門

臉
之
破
臉
。

【
生
】
戲
曲
行
當
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
006
條
。

【
末
】
戲
曲
行
當
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
006
條
。

【
鶴
氅
】
戲
衣
之
一
。
繡
有
仙
鶴
，
道
士
、
軍
師
等
衣
之
。

通
釈『

魏
氏
春
秋
』
に
い
う
。

夏
侯
玄
、
何
晏
ら
が
一
時
期
名
声
を
博
し
て
い
た
頃
、
司
馬
師
も

そ
の
列
に
加
え
ら
れ
て
い
た
。
何
晏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が

あ
る
。「（『
易
経
』
に
い
う
）『
物
事
の
奥
深
さ
を
究
め
ら
れ
れ
ば
、
世

の
す
べ
て
の
考
え
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
の
は
夏
侯
玄

で
あ
る
。『
物
事
の
裏
側
に
あ
る
微
妙
さ
を
究
め
ら
れ
れ
ば
、
世
の

中
の
あ
ら
ゆ
る
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
の
は
司

馬
子
元
で
あ
る
。『
神
妙
な
能
力
が
あ
れ
ば
、
意
識
を
せ
ず
自
然
に

（
物
事
の
道
理
に
）
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
の
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
備
え
た
人
物
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
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二
二

恐
ら
く
（
何
晏
は
）
神
妙
な
能
力
を
も
つ
人
物
を
自
分
に
な
ぞ
ら
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

子
元
と
は
司
馬
師
の
こ
と
で
あ
る
。
司
馬
師
は
正
始
（
240
～
249
）
年
間
に

名
士
と
し
て
夏
侯
玄
、
何
晏
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
風
流
で

か
つ
奥
ゆ
か
し
い
人
物
で
あ
っ
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
、
何
晏
の

『
論
語
集
解
』
は
学
舎
に
置
か
れ
、
経
典
同
様
に
不
朽
の
著
作
と
な
っ
て
い

る
。
夏
侯
玄
の
著
し
た
『
楽
毅
論
』
は
、
王
羲
之
の
書
が
あ
り
、
子
供
が
少

し
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
が
な
一
日
手
本
と
し
て
練
習
す
る
の
で
、

夏
侯
玄
を
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
司
馬
師
と
い
え
ば
花
部
に
お
い

て
大
浄
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
、
白
・
黒
・
青
・
赤
で
、
縦
横
に
隈
取
り
を
描

き
、
武
官
の
兜
を
戴
き
剣
を
佩
き
、
天
子
の
前
で
傍
若
無
人
に
人
を
責
め
た

て
る
。
あ
た
か
も
高
洋
や
爾
朱
栄
の
輩
の
よ
う
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
物
事

の
奥
深
さ
を
究
め
て
い
る
」
と
い
う
風
貌
は
誰
も
知
る
ま
い
。『
晋
書
』「
景

帝
記
」
で
は
司
馬
師
を
「
雅
で
風
采
が
あ
り
、
沈
着
剛
毅
で
大
局
を
見
通
し

て
い
た
」
と
称
し
て
い
る
。
か
り
に
、
こ
れ
に
の
っ
と
り
生
あ
る
い
は
末
が

演
じ
、
頭
巾
を
戴
き
鶴
氅
を
ま
と
い
、（
隈
取
り
を
せ
ず
に
）
白
粉
を
塗
っ
た

顔
に
幾
筋
か
に
分
か
れ
た
髭
を
し
て
登
場
し
た
ら
、
そ
れ
が
司
馬
師
で
あ
る

と
は
誰
も
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
氷
上
）
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花
部
中
有
劇
名
《
賽
琵
琶
》，
余
最
喜
之
。
為
陳
世
美

棄
妻
事
。
陳
有
父
、
母
、
兒
、
女
。
入
京
赴
試
登
第
，

贅
為
郡
馬
，
遂
棄
其
故
妻
，
並
不
顧
其
父
母
。
於
是
父

母
死
。
妻
生
事
、
死
葬
，
一
如
《
琵
琶
記
》
之
趙
氏
，

已
而
挈
其
兒
女
入
都
，
陳
不
以
為
妻
，
並
不
以
為
兒
女
。

皆
一
時
艷
羨
郡
馬
之
貴
所
致
。
蓋
既
為
郡
馬
，
則
斷
不

容
有
妻
、
有
兒
女
也
。
妻
在
都
，
彈
琵
琶
乞
食
，
即
唱

其
為
夫
棄
之
事
。
為
王
丞
相
所
知
。
適
陳
生
日
，
王
往

祝
曰
：
「
有
女
子
善
彈
琵
琶
，
當
呼
來
為
君
壽
。」
至
，

則
故
妻
也
。
陳
彷
徨
，
彊
斥
去
之
，
乃
與
王
相
詬
。
王

盡
退
其
禮
物
，
令
從
人
送
旅
店
，
與
夫
人
、
公
子
，
陰

謂
其
故
妻
曰
：
「
爾
夫
不
便
於
廣
眾
中
認
爾
，
余
當
於

昏
夜
送
爾
去
，
當
納
也
。」
果
以
王
相
命
，
其
閽
人
不

敢
拒
。
陳
亦
念
故
，
乃
終
以
郡
主
故
，
仍
強
不
納
。
妻

跪
曰
：
「
妾
當
他
去
，
死
生
唯
命
。
兒
女
則
君
所
生
，

乞
收
養
之
耳
。」
陳
意
亦
愴
然
動
。
再
三
思
之
，
竟
大

詈
，
使
門
者
撝
之
出
。
念
妻
在
非
便
，
即
夜
遣
客
往
旅

店
刺
殺
妻
及
兒
女
。
幸
先
知
之
，
店
主
人
縱
之
出
，
匿

於
三
官
堂
神
廟
中
。
妻
乃
解
衣
裙
覆
其
兒
女
，
自
縊
求

死
。
三
官
神
救
之
，
且
授
兵
法
焉
。
時
西
夏
用
兵
，
以

軍
功
，
妻
及
兒
女
皆
得
顯
秩
。
王
丞
相
廉
知
陳
遣
客
殺

妻
事
，
甚
不
平
，
竟
以
陳
有
前
妻
欺
君
事
劾
之
，
下
諸

獄
。
適
妻
帥
兒
女
以
功
歸
，
上
以
獄
事
若
干
件
令
決
之
，

陳
世
美
在
焉
。
妻
乃
據
皋
比
高
坐
堂
上
。
陳
囚
服
縲
絏

至
，
匍
匐
堂
下
，
見
是
其
故
妻
，
慚
怍
無
所
容
。
妻
乃

数
其
罪
，
責
讓
之
，
洋
洋
千
餘
言
。
說
者
謂
：
《
西

廂
・
拷
紅
》
一
齣
，
紅
責
老
夫
人
為
大
快
，
然
未
有
快

於
《
賽
琵
琶
・
女
審
》
一
齣
者
也
。
蓋
《
西
廂
》
男
女

猥
褻
，
為
大
雅
所
不
欲
觀
。
此
劇
自
〈
三
官
堂
〉
以
上
，

不
啻
坐
凄
風
苦
雨
中
，
咀
荼
齧
檗
，
鬱
抑
而
氣
不
得
申
，
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忽
聆
此
快
，
真
久
病
頓
甦
，
奇
癢
得
搔
，
心
融
意
暢
，

莫
可
名
言
，《
琵
琶
記
》
無
此
也
。
然
觀
此
劇
者
，
須

於
其
極
可
惡
處
，
看
他
原
有
悔
心
。
名
優
演
此
，
不
難

摹
其
薄
情
，
全
在
摹
追
其
悔
。
當
面
詬
王
相
、
昏
夜
謀

殺
子
女
，
未
嘗
不
自
恨
失
足
。
計
無
可
出
，
一
時
之
錯
，

遂
為
终
身
之
咎
，
真
是
古
寺
晨
鐘
、
發
人
深
省
。
高
氏

《
琵
琶
》，
未
能
及
也
。

人
名
注

【
陳
世
美
】
秦
香
蓮
故
事
中
人
物
。
中
狀
元
後
棄
故
妻
。

【
趙
氏
】
即
趙
五
娘
。
參
見
《
劇
說
》
卷
五
208
條
。

【
故
妻
】
按
：
陳
世
美
故
妻
，《
百
家
公
案
》
第
二
十
六
回
〈
秦
氏
還
魂
配

世
美
〉
作
「
秦
氏
」，
寶
卷
《
三
官
堂
》
作
「
秦
雪
梅
」，
而
京
劇
、

梆
子
戲
等
作
「
秦
香
蓮
」。

【
王
丞
相
】
即
王
延
齡
。
說
部
包
公
案
故
事
中
人
物
。
官
居
丞
相
，
剛
直
清

廉
，
為
包
拯
之
恩
師
。

【
紅
】
即
紅
娘
。
參
見
《
劇
說
》
卷
二
069
條
。

【
老
夫
人
】
即
鄭
氏
。《
西
廂
記
》
中
崔
鶯
鶯
之
母
。

【
高
氏
】
即
元
高
明
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
033
條
「
高
拭
則
成
」
注
。

戲
曲
用
語
注

【
花
部
】
參
見
《
花
部
農
譚
》
序
「
花
部
」
注
。

書
名
・
作
品
名
注

【
賽
琵
琶
】
花
部
劇
目
。
演
宋
陳
世
美
中
狀
元
後
，
棄
糟
糠
秦
香
蓮
及
子

女
，
招
為
郡
馬
，
而
秦
香
蓮
於
三
官
堂
得
天
書
，
討
西
夏
有
功
，
指

責
陳
世
美
﹐
包
拯
斷
案
事
。
按
：
《
劇
說
》
稿
本
卷
二
098
條
下
原
有

「
村
劇
中
有
《
賽
琵
琶
》
者
，
王
翛
然
與
包
拯
並
見
一
劇
中
，
非

也
」
二
十
一
字
，
焦
氏
自
刪
之
。
可
知
乾
嘉
間
《
賽
琵
琶
》
亦
係
包

公
案
故
事
。
事
見
《
百
家
公
案
》
第
二
十
六
回
〈
秦
氏
還
魂
配
世

美
〉。
寶
卷
有
《
三
官
堂
》，
鼓
詞
有
《
秦
香
蓮
》，
京
劇
有
《
秦
香

蓮
》、《
女
審
問
》、《
柳
林
池
》、《
鍘
美
案
》
等
。

【
琵
琶
記
】
參
見
《
劇
說
》
卷
一
052
條
。

【
西
廂
】
即
元
王
實
甫
《
西
廂
記
》
雜
劇
。
參
見
《
劇
說
》
卷
一
051
條
。

【
拷
紅
】
即
《
西
廂
記
》
第
四
本
第
二
折
。

【
女
審
】
花
部
《
賽
琵
琶
》
中
一
齣
。
按
：
京
劇
有
《
女
審
問
》。

【
三
官
堂
】
花
部
《
賽
琵
琶
》
中
一
齣
。
按
：
寶
卷
有
《
三
官
堂
》，
京
劇

有
《
柳
林
池
》，
一
名
《
三
官
堂
》。

通
釈花

部
に
『
賽
琵
琶
』
と
い
う
演
目
が
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
の
芝
居
が
非
常

に
気
に
入
っ
て
い
る
。
陳
世
美
が
妻
を
捨
て
る
話
で
あ
る
。
陳
世
美
に
は

父
・
母
・
息
子
と
娘
が
い
た
。
都
に
上
り
科
挙
を
受
け
て
及
第
し
、
親
王
の

婿
に
迎
え
ら
れ
る
と
、
元
の
妻
を
捨
て
、
両
親
を
も
顧
み
な
か
っ
た
。
そ
し

て
両
親
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
生
前
に
は
世
話
を
し
、
没
後
に
は
葬
儀
を
上

げ
、
妻
は
ま
る
で
『
琵
琶
記
』
の
趙
氏
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
葬
儀
が
終
わ
る

と
息
子
と
娘
を
連
れ
て
都
に
上
っ
た
が
、
陳
世
美
は
自
分
の
妻
で
あ
る
こ
と

も
、
自
分
の
息
子
と
娘
で
あ
る
こ
と
も
認
め
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
婿
君
と

い
う
身
分
の
貴
さ
に
目
が
く
ら
ん
で
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
婿
君
と
な
っ
た

上
は
、
妻
と
息
子
と
娘
が
い
た
こ
と
な
ど
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
妻
は
都
で
琵
琶
を
弾
い
て
物
乞
い
を
し
、
夫
に
捨
て
ら
れ

た
こ
と
を
歌
っ
た
。
そ
れ
が
王
丞
相
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

陳
世
美
の
誕
生
日
が
来
た
の
で
、
王
丞
相
は
祝
い
に
行
っ
て
言
っ
た
。「
琵
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琶
を
弾
く
の
が
う
ま
い
女
が
い
る
の
で
、
呼
び
よ
せ
て
言
祝
ぎ
を
さ
せ
ま

し
ょ
う
。」
女
が
や
っ
て
く
る
と
、
元
の
妻
で
あ
っ
た
の
で
陳
世
美
は
う
ろ

た
え
、
む
り
や
り
追
い
出
し
、
王
丞
相
ま
で
も
罵
っ
た
。
王
丞
相
は
贈
り
物

を
引
き
上
げ
る
と
、
従
者
に
宿
ま
で
運
ば
せ
て
、
元
の
妻
と
息
子
に
与
え
る

こ
と
に
し
た
。
王
丞
相
は
ひ
そ
か
に
元
の
妻
に
言
っ
た
。「
お
前
の
夫
は
人
々

の
前
で
お
前
を
妻
と
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し

が
夜
中
に
お
前
を
送
っ
て
い
っ
て
や
れ
ば
、
き
っ
と
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
。」

言
っ
た
と
お
り
、
王
丞
相
の
命
と
あ
っ
て
門
番
も
拒
め
な
か
っ
た
。
陳
世
美

も
ま
た
情
を
か
き
た
て
ら
れ
た
が
、
姫
君
と
の
こ
と
を
考
え
て
、
ど
う
し
て

も
元
の
妻
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
妻
は
ひ
ざ
ま
ず
い
て
言
っ
た
。「
わ
た

く
し
は
お
暇
を
頂
戴
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
死
ぬ
も
生
き
る
も
あ
な
た
の

お
心
に
従
い
ま
す
。
し
か
し
息
子
と
娘
だ
け
は
あ
な
た
さ
ま
の
子
で
す
か
ら
、

ど
う
か
引
き
取
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。」
陳
世
美
も
悲
し
み
に
心
を
動

か
さ
れ
、
再
三
考
え
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
の
と
こ
ろ
大
い
に
罵
り
門
番
に
つ

ま
み
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
妻
が
い
る
こ
と
が
不
都
合
に
な
る
と
思
い
、
夜
半

に
刺
客
を
宿
屋
に
送
っ
て
妻
と
子
供
た
ち
を
殺
さ
せ
た
。
さ
い
わ
い
先
に
そ

れ
と
分
か
っ
た
の
で
、
宿
の
主
人
は
妻
と
子
供
た
ち
を
逃
が
し
、
三
官
堂
の

神
廟
に
隠
し
た
。
妻
が
衣
を
脱
い
で
子
供
た
ち
に
覆
い
か
ぶ
せ
、
首
を
吊
ろ

う
と
し
た
と
き
、三
官
神
が
妻
を
救
い
、兵
法
を
授
け
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、

西
夏
が
戦
を
し
か
け
、
妻
は
子
供
た
ち
と
軍
功
を
上
げ
て
い
ず
れ
も
高
い
位

を
得
た
。
王
丞
相
は
陳
世
美
が
刺
客
を
送
っ
て
妻
を
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
を

つ
き
と
め
て
憤
慨
し
、
陳
世
美
に
は
妻
が
あ
り
な
が
ら
帝
を
あ
ざ
む
い
た
と

し
て
弾
劾
し
、
獄
に
下
し
た
。
ち
ょ
う
ど
妻
が
子
供
た
ち
と
手
柄
を
立
て
て

戻
っ
て
き
た
の
で
、
い
く
つ
か
の
事
件
の
審
判
を
行
う
よ
う
命
じ
、
陳
世
美

の
件
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
妻
は
虎
皮
の
将
軍
の
椅
子
を
正
庁
に
す

え
て
出
座
し
た
。
陳
世
美
は
し
ば
ら
れ
て
引
き
出
さ
れ
、
白
洲
に
は
い
つ
く

ば
っ
て
見
て
み
れ
ば
、
か
つ
て
の
妻
で
あ
っ
た
の
で
、
恥
ず
か
し
さ
に
身

の
置
き
所
も
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
妻
は
夫
の
罪
を
数
え
上
げ
て
責
め
た
て
、

千
語
以
上
を
述
べ
立
て
た
。
あ
る
人
は
、『
西
廂
記
』
の
「
拷
紅
」
の
場
面

で
紅
娘
が
（
張
生
と
崔
鶯
鶯
と
の
関
係
を
と
が
め
る
）
鄭
夫
人
を
痛
罵
す
る
の
は

大
い
に
爽
快
だ
が
、『
賽
琵
琶
』
の
「
女
審
」
の
場
面
ほ
ど
胸
が
す
く
も
の

は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。『
西
廂
記
』
は
男
女
が
ふ
し
だ
ら
な
交
わ
り
を
す

る
も
の
で
、学
識
の
あ
る
人
々
は
観
た
が
ら
な
い
。『
賽
琵
琶
』
は
「
三
官
堂
」

の
場
面
よ
り
前
は
、
い
く
た
の
風
雪
を
耐
え
忍
び
、
草
の
根
を
か
じ
る
よ
う

な
苦
労
を
し
て
、
鬱
々
と
し
て
気
が
晴
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
と
つ
ぜ
ん
こ
の

胸
の
す
く
場
面
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
長
患
い
が
ふ
い
に

回
復
し
、
ひ
ど
く
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
い
た
よ
う
な
も
の
で
、
は
れ
ば
れ

と
す
る
心
地
よ
さ
は
、
言
葉
に
で
き
な
い
。
こ
れ
は
『
琵
琶
記
』
に
は
見
ら

れ
な
い
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の
劇
を
観
る
も
の
は
、
陳
世
美
の
極
悪
非
道
の

中
に
も
じ
つ
は
悔
い
る
心
が
あ
る
こ
と
を
見
て
取
る
べ
き
で
あ
る
。
名
優
が

こ
の
役
を
演
ず
る
時
に
は
、
そ
の
薄
情
さ
を
描
く
こ
と
は
難
し
く
な
く
、
す

べ
て
は
そ
の
後
悔
を
描
く
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
王
丞
相
を
面
罵
し
た
と

き
に
も
、
闇
夜
に
子
供
た
ち
を
殺
そ
う
と
し
た
と
き
に
も
、
い
つ
も
み
ず
か

ら
の
過
ち
を
悔
い
て
い
た
の
だ
。
は
か
り
ご
と
も
つ
た
な
く
、
一
時
の
過
ち

で
人
生
を
踏
み
外
し
て
し
ま
う
。
ま
さ
し
く
古
寺
の
朝
の
鐘
の
音
が
人
に
我

が
身
を
省
み
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
高
明
の
『
琵
琶
記
』
も
及
ば
な
い
。

訳
注

【
三
官
神
】
天
官
・
地
官
・
水
官
の
三
柱
の
神
の
総
称
。

【
古
寺
の
朝
の
鐘
の
音
が
人
に
我
が
身
を
省
み
さ
せ
る
】
唐
・
杜
甫
の
「
龍

門
の
奉
先
寺
に
遊
ぶ
」
詩
の
第
七
句
・
第
八
句
「
覚
め
ん
と
欲
し
て
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晨
鐘
を
聞
け
ば
、
人
を
し
て
深
省
を
発
せ
し
め
ん
（
目
覚
め
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
に
朝
の
鐘
を
聞
け
ば
、
我
が
身
を
深
く
省
み
さ
せ
る
）」
を
ふ
ま
え

て
い
る
。

（
川
）

08	

《
義
兒
恩
》
之
兒
，
為
其
母
前
夫
之
子
。
母
攜
來
為
人

妾
，
而
思
以
毒
藥
謀
殺
其
嫡
。
值
妾
兄
至
，
嫡
以
妾
所

饋
酒
肉
食
之
，
兄
中
毒
死
，
妾
乃
稱
嫡
殺
其
兄
。
為
此

兒
者
，
誠
難
自
處
矣
，
黨
其
親
母
則
枉
殺
嫡
，
鳴
嫡
枉

則
殺
其
親
母
，
乃
自
認
毒
殺
其
舅
。
此
子
真
孝
子
也
，

故
曰
「
義
兒
」。
行
刑
日
，
與
一
大
盜
同
縛
，
盜
斬
而

赦
至
。
其
嫡
持
敝
席
來
收
兒
屍
，
見
盜
首
大
慟
。
此
本

元
人
《
趙
頑
驢
偷
馬
殘
生
送
》。

書
名
・
作
品
名
注

【
義
兒
恩
】
清
代
花
部
劇
目
。
按
：
《
劇
說
》
卷
一
047
條
：
「
近
安
慶
幫

子
腔
劇
中
，
有
《
桃
花
女
與
周
公
鬬
法
》、《
沈
香
太
子
劈
山
救
母
》

等
劇
，
皆
本
元
人
。
又
《
義
兒
恩
》，
兒
問
罪
在
獄
，
適
兒
赦
而
盜

殺
，
母
誤
盜
屍
為
兒
屍
，
全
本
《
蝴
蝶
夢
趙
頑
驢
偷
馬
殘
生
送
》
一

折
也
」。
京
劇
、
梆
子
戲
有
《
藥
茶
計
》
演
此
事
。

【
趙
頑
驢
偷
馬
殘
生
送
】
即
元
關
漢
卿
《
蝴
蝶
夢
》
雜
劇
。
參
見
卷
一
045
條
。

按
：
《
元
曲
選
》
本
題
目
作
「
趙
頑
驢
偷
馬
殘
生
送
」。

通
釈『

義
児
恩
』
に
出
て
く
る
子
は
、
そ
の
母
親
と
前
夫
と
の
間
の
子
で
あ
る
。

母
親
は
子
を
連
れ
て
別
の
人
の
妾
と
な
っ
た
が
、
毒
薬
で
嫡
男
を
殺
そ
う
と

し
た
。
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
妾
の
兄
が
や
っ
て
来
た
の
で
、
嫡
男
は
妾
に
与

え
ら
れ
た
酒
と
肉
を
ふ
る
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
兄
は
毒
に
あ
た
っ
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
妾
は
し
か
し
嫡
男
が
兄
を
殺
し
た
と
言
い
立
て
た
。
妾
の
子
は
完

全
に
進
退
窮
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
実
の
母
に
与
す
れ
ば
嫡
男
を
無
実
の
罪
で

殺
す
こ
と
に
な
り
、
嫡
男
の
冤
罪
を
訴
え
れ
ば
実
の
母
を
殺
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
自
分
が
伯
父
を
毒
殺
し
た
と
申
し
出
た
。
こ
の
子
は
本

当
の
孝
行
者
で
あ
る
か
ら
「
義
児
」
な
の
で
あ
る
。
刑
の
執
行
の
日
、
大
泥

棒
と
一
緒
に
縛
ら
れ
、
泥
棒
が
先
に
斬
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
恩
赦
が
届
い
た
。

嫡
男
は
破
れ
た
筵
を
持
っ
て
子
の
亡
骸
を
受
け
取
り
に
来
た
が
、
泥
棒
の
首

を
見
て
大
い
に
慟
哭
し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
元
の
『
蝴
蝶
夢
』
雑
劇

に
基
づ
い
て
い
る
。

（
山
下
）

09	

《
雙
富
貴
》
之
藍
季
子
，
以
母
苦
其
嫂
，
潛
代
嫂
磨
麥
。

又
潛
入
都
為
嫂
尋
兄
，
行
李
匱
乏
，
赤
身
行
乞
，
叫
化

於
街
。
觀
之
令
人
痛
哭
。

人
名
注

【
藍
季
子
】
說
部
雙
富
貴
故
事
中
人
物
。

書
名
・
作
品
名
注

【
雙
富
貴
】
清
代
花
部
劇
目
。
按
：
明
無
名
氏
《
雙
貴
圖
寶
卷
》、
梆
子
戲

《
血
汗
衫
》、
婺
劇
《
雙
富
貴
》
等
演
此
事
，《
綴
白
裘
》
第
十
一
集

〈
磨
房
〉、〈
串
戲
〉
以
及
京
劇
《
十
八
扯
》
等
源
於
此
戲
。

通
釈『

双
富
貴
』
の
藍
季
子
は
、
母
親
が
兄
嫁
を
い
び
る
た
め
、
兄
嫁
の
代
わ
り
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に
こ
っ
そ
り
粉
を
挽
い
た
。
ま
た
兄
嫁
の
た
め
こ
っ
そ
り
都
へ
の
ぼ
っ
て
兄

を
探
し
た
が
、
路
用
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
身
一
つ
で
乞
食
と
な
り
、

街
で
お
め
ぐ
み
を
求
め
た
。
見
る
者
は
悲
痛
の
涙
を
誘
わ
れ
る
。

（
山
下
）

10	

《
紫
荊
樹
》
之
枯
死
，
竟
為
田
三
之
妻
斧
斤
所
致
。
田

大
士
人
也
，
二
則
胥
隸
耳
。
樹
死
鴉
散
，
終
不
肯
析
居
，

在
田
二
尤
難
得
者
矣
。

人
名
注

【
田
三
】
紫
荊
樹
故
事
中
人
物
。
田
家
三
子
。

【
田
三
之
妻
】
紫
荊
樹
故
事
中
人
物
。
按
：
京
劇
作
「
李
三
春
」，
柳
琴
戲

作
「
劉
三
春
」。

【
田
大
】
紫
荊
樹
故
事
中
人
物
。
田
家
長
子
。《
續
齊
諧
記
》
作
「
田
真
」。

【
二
】
即
田
二
。
紫
荊
樹
故
事
中
人
物
。
田
家
次
子
。

書
名
・
作
品
名
注

【
紫
荊
樹
】
清
代
花
部
劇
目
。
京
劇
、
梆
子
戲
等
亦
有
此
目
。
按
：
事
見

於
梁
吳
鈞
《
續
齊
諧
記
》，
亦
見
於
明
馮
夢
龍
《
醒
世
恒
言
》
卷
二

〈
三
孝
廉
讓
產
立
高
名
〉
楔
子
。

通
釈『

紫
荊
樹
』
で
木
が
枯
れ
る
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
田
三
の
妻
が
斧
を
入

れ
た
た
め
で
あ
る
。
田
大
は
士
大
夫
だ
っ
た
が
、
田
二
は
た
だ
の
胥
吏
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。（
木
が
枯
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
家
財
を
分
け
る
と
い
う
約
束

に
反
し
て
）
木
が
枯
れ
て
烏
が
飛
び
去
っ
て
も
、
家
財
を
分
け
な
か
っ
た
の
は
、

と
り
わ
け
田
二
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。

訳
注

【
田
三
の
妻
が
斧
を
入
れ
た
】『
続
斉
諧
記
』
や
『
醒
世
恒
言
』
で
は
特
に
紫

荊
樹
が
枯
れ
た
原
因
を
述
べ
て
い
な
い
が
、『
京
劇
匯
編
』
所
収
『
打

竈
王
』
で
は
、
三
男
の
嫁
が
密
か
に
斬
り
倒
し
た
た
め
と
し
て
い
る
。

（
山
下
）


